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災
害
に
備
え

　
　「
減
災
」へ

災
害
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
ほ
ど
、
道
路
の
寸
断
、
建
物
の
倒

壊
、
断
水
、
停
電
、
火
災
な
ど
の
発

生
に
よ
り
、
町
や
消
防
な
ど
の
公
的

機
関
が
行
う
活
動【
公
助
】
は
、
十

分
な
対
応
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
建

物
な
ど
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
救
出
・

救
助
さ
れ
た
人
の
う
ち
約
98
％
が
、

自
力
ま
た
は
家
族
や
近
所
の
方
に
よ

る
も
の
で
、
消
防
な
ど
の
救
助
隊
に

よ
っ
て
助
け
ら
れ
た
の
は
わ
ず
か
２

％
弱
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。公

的
機
関
に
よ
る
活
動
に
は
災
害

の
規
模
に
よ
っ
て
限
界
が
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

地
震
や
津
波
、
台
風
な
ど
の
災
害

発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
意
識【
自
助
】
を
持
ち
、
地
域
全

体
で
協
力
し
て
助
け
合
う
体
制【
共

助
】
を
つ
く
り
、
災
害
へ
備
え
る
こ

と
で
被
害
を
よ
り
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り

　「
共
助
」の
チ
カ
ラ

自
分
の
身
を
守
る
備
え【
自
助
】は

必
要
で
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
災
害
を

乗
り
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」【
共
助
】と
い

う
精
神
の
も
と
、
近
所
の
方
々
と
地

域
の
問
題
を
共
有
し
、
解
決
策
を
考

え
、
対
処
す
る
体
制
づ
く
り
も
大
切

で
す
。

災
害
時
、
現
場
に
い
る
地
域
の
皆

さ
ん
が
、
初
期
消
火
や
避
難
誘
導
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
や
家
族
が
困
難
な
状
況
に
陥

っ
た
時
に
、
頼
り
に
な
る
の
は
遠
く

の
親
戚
よ
り
も
近
所
の
知
人
・
友
人

で
す
。
住
民
同
士
で
協
力
し
て
助
け

合
う
こ
と
が
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
助
け
合
う
た
め
に
、

日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
大
切
で
す
。
障
害
や
高
齢
に
よ
り

一
人
で
避
難
で
き
な
い
家
族
が
い
る

な
ど
、
支
援
に
必
要
な
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
風
通
し
の
良
い
環
境

は
、い
ざ
と
い
う
時
の
円
滑
な
避
難
や

救
助
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
助
け
合
え
る
地
域
を
つ
く

り
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
自
主
防
災
組
織
は

必
要
な
の
？

災
害
時
の【
共
助
】
の
有
効
性
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
例
か
ら
見
て

も
明
ら
か
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
活
動
も
個
々
で
バ
ラ
バ
ラ
に
行
っ

て
い
た
の
で
は
、
効
率
が
悪
い
場
合

や
か
え
っ
て
危
険
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。一

人
で
も
多
く
の
命
を
守
る
た
め

に
協
力
し
合
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う

事
前
に
助
け
合
う
ル
ー
ル
や
役
割
分

担
な
ど
を
取
り
決
め
、
避
難
経
路
や

避
難
に
支
援
が
必
要
な
方
な
ど
の
情

報
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の
連
携
力

を
生
か
せ
る
防
災
の
た
め
の
組
織

「
自
主
防
災
組
織
」
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。

組
織
を
つ
く
る
に
は

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民
が

組
織
結
成
に
合
意
し
、
規
約
を
定
め

て
結
成
し
ま
す
。

組
織
の
規
模
は
、
地
域
の
自
主
的

な
活
動
を
行
う
自
治
区
を
単
位
と
し

て
結
成
・
活
動
す
る
こ
と
が
、
最
適

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
活
動
を
行
う
に
は
、

町
や
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
町
に「
結
成

届
」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

自
主
防
災
活
動
も
日
頃
か
ら「
お

互
い
に
顔
の
見
え
る
関
係
」を
築
き
、

準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
災
害
時

に
機
能
し
ま
せ
ん
。
よ
り
効
率
よ
く
、�

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
た
め
に
も

平
常
時
の
活
動
が
重
要
で
す
。

・
平
常
時
の
活
動

　

�

防
災
知
識
の
啓
発
、
避
難
経
路
の

安
全
点
検
、
防
災
訓
練
の
実
施
な

ど
・
災
害
時
の
活
動

　

�

初
期
消
火
、救
出
・
救
護
活
動
、災

害
情
報
の
伝
達
、避
難
誘
導
、避
難

所
運
営
な
ど

町
か
ら
の
支
援

町
で
は
、
よ
り
多
く
の
自
治
区
で

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
て
い
た
だ

き
た
く
、
次
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
相
談
・
出
前
説
明
会

　

�

自
主
防
災
組
織
に
関
す
る
各
種
ご

相
談
や
自
治
区
会
議
へ
の
出
前
説

明
な
ど
結
成
に
向
け
て
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

�

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
が
主
催
す

る
防
災
訓
練
の
計
画
作
成
な
ど
の

支
援
も
行
い
ま
す
。

■
資
機
材
整
備
に
対
す
る
補
助
制
度

　

�

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
必
要
と

な
る
資
機
材
の
整
備
に
対
し
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て

交
付
し
ま
す
。

・
補
助
対
象

　

結
成
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織

・
対
象
資
機
材（
例
）

　

�

消
火
器
、拡
声
器
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、

ス
コ
ッ
プ
、
発
電
機
、
投
光
器
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
な
ど

阪神・淡路大震災における生き埋めや閉じ込められた際の救助状況

出典　日本火災学会：兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書
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求
め
ら
れ
る
地
域
の
防
災
力

～
災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？
～

地
域
の
連
携
力
を

　
　
　
　防
災
に
！

災
害
は
、い
つ
・
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
は
、６
月
の
大
阪
府
北
部
地
震
や
西
日
本
を
中
心
と
し
た
７
月
豪
雨
、９
月
に
は
北
海
道
胆い

振ぶ
り

東
部
地
震
な
ど
全
国
各

地
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、今
後
30
年
以
内
に
70
～
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

共助の中核 自主防災組織
皆さんの地域で立ち上げてみませんか？

自主防災組織とは、「自分たちの地域は自分たちで守る」という【共助】の精神により、 
地域の皆さんが自主的に防災活動を行い、災害による被害を予防し、軽減するための組織

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
交
通
防
災
係

　

☎
70-

３
１
０
７
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集
団
健
診
と
同
時
に
、
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

※�

前
立
腺
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

に
つ
い
て
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

・�

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
６
月
10
日（
月
）

～
14
日（
金
）、
16
日（
日
）

・�

つ
く
も
学
遊
館
▼
７
月
８
日（
月
）
～

12
日（
金
）

・�

九
十
九
里
小
学
校
▼
７
月
13
日（
土
）

受
付

・
午
前
の
部　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

・
午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
リ
ス
ク
検
査
の
あ
と
は
…

・
ピ
ロ
リ
菌
検
査

　

�

陽
性
の
方
は
、
胃
が
ん
に
か
か
る
リ

ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
除

菌
に
つ
い
て
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

・
大
腸
が
ん
リ
ス
ク
検
査

　

�

リ
ス
ク
が
高
い
方
は
、
大
腸
が
ん
に

か
か
り
や
す
い
体
質
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
気
に
な
る
方
は
、
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
検
査

　

�

検
査
の
結
果
、
呼
吸
機
能
の
低
下
が

み
ら
れ
る
方
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
リ
ス
ク

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
該
当
者

に
は
Ｃ
Ｔ
検
査
受
診
の
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す
。

※�

Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
後
日
、
指
定
医
療
機
関

に
て
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
若
年
者
健
診
・
後
期
高

齢
者
健
診
と
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
ま

ま
ひ
そ
か
に
進
行
し
て
い
く
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、６
月
初
旬
に
順
次
、

受
診
票
と
案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

・�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、

30
歳
以
上
と
な
る
方

・�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
方

※�

対
象
者
の
年
齢
は
令
和
２
年
３
月
31

日
時
点
で
判
定
し
ま
す
。

※�

平
成
31
年
度
町
短
期
人
間
ド
ッ
ク
助

成
金
を
利
用
す
る
方
や
利
用
し
た

方
、
健
診
受
診
日
ま
で
に
国
民
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
な
ど
は
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
健
診
内
容

　

�

問
診
、
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
長
・

体
重
・
腹
囲
測
定
、
血
圧
測
定
、
尿

検
査（
た
ん
ぱ
く
・
糖
・
潜
血
）、
血

液
検
査（
肝
機
能
・
脂
質
・
糖
代
謝
）、

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、ｅ
︱

Ｇ
Ｆ
Ｒ

※�

心
電
図
・
眼
底
検
査
・
貧
血
検
査
は
、

当
日
お
よ
び
前
年
度
の
健
診
結
果
か

ら
、
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

集
団
健
診

日�

程　

お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
下
記「
集
団
健
診
日
程
表
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付　

・
午
前
の
部　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

・
午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

申
込
み　

予
約
不
要
、
直
接
会
場
へ

持�

ち
物　

受
診
票
・
被
保
険
者
証（
保

険
証
）・
検
尿
・
健
康
手
帳

費
用
　
無
料

個
別
健
診

と�

き　

令
和
元
年
６
月
１
日（
土
）
～

令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）

指
定
医
療
機
関

・�

九
十
九
里
病
院（
九
十
九
里
町
片
貝

２
７
０
０
☎
76
︱
８
２
８
２
）

・�

浅
井
病
院（
東
金
市
家
徳
38
︱

１　

☎
58
︱
１
４
０
７
）

申�

込
み　

対
象
医
療
機
関
に
電
話
な
ど

で
直
接
予
約

持�

ち
物　

受
診
票
・
被
保
険
者
証（
保

険
証
）

費�

用　

自
己
負
担
１
，
０
０
０
円（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は
無

料
）

※�

個
別
健
診
で
は
、
特
定
健
診
の
基
本

的
な
検
査
し
か
行
い
ま
せ
ん
。
モ
デ

ル
事
業
の
検
査
な
ど
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

多
く
の
方
に
健
診
を
受
け
て
も
ら
う
た

め
に
ご
案
内
を
行
い
ま
す
。

　

前
年
度
ま
た
は
過
去
に
特
定
健
診
を

受
診
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
電
話

や
手
紙
に
よ
る
案
内
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
行
き
違
い
で
、
す
で
に
健
診

な
ど
を
受
け
た
場
合
に
は
ご
容
赦
く
だ

さ
い
。

職
場
や
Ｊ
Ａ
で
健
診
を
受
診
し
た
方
は

健
診
結
果
の
提
供
に
ご
協
力
を
！

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
方
で
、

勤
務
先
や
Ｊ
Ａ
、
自
費
で
の
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
た
方
は
、
検
査
の
内
容
に

よ
っ
て
は
健
診
結
果
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

九十九里町の死亡原因の１位は、がん（悪性新生物）となっています。
中でも、「大腸がん」の死亡数（人口10万人当たり）は、県内の平均よりも高い状況
にあります。

今年度、特定健診（集団健診）と同時に「胃がん・大腸がん・ＣＯＰＤ（慢性閉塞性
肺疾患）※」のリスク検査モデル事業と、前立腺がん検診および大腸がん（便潜血検
査）検診を実施します。
※�ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）にかかっている方は、肺がんになりやすいばかり
でなく、なってしまった後の治療にも影響があるといわれています。

がんなどのリスク検査や、がん検診を実施することで、予防や早期発見、早期治療
を行い、がんによる死亡率の低下を目指します。

ン
健
受
チ

診
康
診
ェ
で
ック

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
健
康
指
導
係

　

☎
70-

３
１
８
２

【
モ
デ
ル
事
業
・
前
立
腺

大　
腸

が
ん
検
診
】

【
特
定
健
診･

若
年
者
健
診･

後
期
高
齢
者
健
診
】

ケ

【モデル事業・前立腺がん検診・大腸がん検診の対象者など】
種　別 対象者 内　容 備　考

ピロリ菌検査 40歳～ 74歳までの方
血液検査 平成29・30年度に検査

を受けた方は対象外
大腸がんリスク検査 40歳以上の方

ＣＯＰＤ検査 40歳以上で胸部検診を受診
し、問診などで対象となる方

呼吸機能検査
ＣＴ検査

検査結果により該当者
にＣＴ検査通知を送付

前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査 料金600円
（75歳以上は300円）

大腸がん検診 20歳以上の方 便潜血検査 料金400円
（75歳以上は200円）

※対象者の年齢は令和2年3月31日時点で判定します。

【集団健診日程表】
と　き 地　区 会場

6月10日
（月）

午前 新生　北・南北新田

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

午後 荒生納屋
6月11日
（火）

午前 西　荒生
午後 田中　小関丘・大榎・八川・渋川

6月12日
（水）

午前 北増　中新田　下モ谷
午後 中里　高畑　前里

6月13日
（木）

午前 西の下（1・2・10）　中央　下タ谷
午後 西の下（3・4・5・6・7・8・9）

6月14日
（金）

午前 北の下　屋形（5・6）
午後 須原

6月16日
（日）

午前 平日に都合のつかない方午後
7月8日
（月）

午前 屋形（1・2・3・4）　法久　川間

つ
く
も
学
遊
館

（
真
亀
川
総
合
公
園
）

午後 水神山・新堀新田　宿　粟生新田　粟生丘
7月9日
（火）

午前 粟生納屋
午後 細屋敷納屋　藤下納屋　下貝塚納屋　西野納屋

7月10日
（水）

午前 不動堂納屋　真亀新田
午後 真亀納屋3・5　真亀納屋4

7月11日
（木）

午前 真亀上　真亀下
午後 不動堂丘　つくも南

7月12日
（金）

午前 下貝塚丘　細屋敷丘　藤下丘　西野丘東部
午後 西野丘南部　西野丘北部

7月13日
（土）

午前 作田丘　小関納屋（1・5・6） 九
小午後 作田納屋　小関納屋（2・3・4）

N E X T 次のページでは「特定健診のよくある質問」
や「結核・肺がん検診」について掲載
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問い合わせ
東千葉メディカルセンター

　☎50ｰ1199
http://www.tkmedical.jpHP

Q�
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
。「
特
定
健
診
」は
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
し
か
受
け
ら
れ
な
い
の
で

す
か
？

A�
特
定
健
診
は
、
加
入
の
健
康
保
険
ご

と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
以
外
で
実
施
さ
れ

る
特
定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
会
社
な
ど
の
健
康
保

険
に
加
入
中
の
方
や
、
そ
の
扶
養
と

な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
職
場

の
健
康
保
険
担
当
者
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

Q�

町
で
実
施
さ
れ
た
他
の
検
診（
が
ん

検
診
）を
受
診
し
ま
し
た
。
特
定
健

診
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

A�
町
が
実
施
す
る
ほ
か
の
検
診（
が
ん

検
診
な
ど
）
と
、
特
定
健
診
も
し
く

は
若
年
者
健
診
・
後
期
高
齢
者
健

診
の
両
方
の
受
診
は
可
能
で
す
。
た

だ
し
、
同
年
度
内
で
の「
短
期
人
間

ド
ッ
ク
助
成
」と
の
重
複
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

Q�

受
診
し
た
い
の
で
す
が
、日
程
の
都

合
が
つ
き
ま
せ
ん
。ど
う
し
た
ら
い

い
で
す
か
？

A�
集
団
健
診
日
程
表
の
地
区
指
定
日
に

都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
期
間
内
で

あ
れ
ば
い
つ
で
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ほ
か
の
健
診
日
の
日
時
と

会
場
を
確
認
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
個
別
健
診
や
短
期
人
間

ド
ッ
ク
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。
一

年
に
一
度
は
継
続
し
て
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

Q�

受
診
票
が
見
当
た
ら
な
い
、ま
た
は

紛
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。ど
う
し

た
ら
い
い
で
す
か
？

A�
受
診
票
は
、
再
発
行
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
受
診
票
が
６
月
上
旬
に
な
っ

て
も
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、

健
康
福
祉
課
健
康
指
導
係（
☎
70
︱

３
１
８
２
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

�

昭
和
55
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方

■
検
査
内
容

・
結
核
検
診　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

・�

肺
が
ん
検
診　

喀
痰
検
査（
胸
部
検

診
の
問
診
で
対
象
と
な
る
方
）

■
日
程

　

�

特
定
健
診（
集
団
健
診
）と
同
時
実
施

※�

結
核
検
診
お
よ
び
肺
が
ん
検
診
は
、

個
別
検
診
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
検
査
費
用

・
結
核
検
診　

無
料

・�

肺
が
ん
検
診　

１
，
０
０
０
円（
75

歳
以
上
の
方
は
５
０
０
円
）

※
当
日
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み

　
�

結
核
検
診
お
よ
び
肺
が
ん
検
診
と

も
に
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
検
診
当
日
に
会
場
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

・�

ボ
タ
ン
、
金
具
、
プ
リ
ン
ト
の
な
い

無
地
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
肌
着
１
枚
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

ネ
ッ
ク
レ
ス
、
エ
レ
キ
バ
ン
、
湿
布
、

ブ
ラ
ジ
ャ
ー
、
コ
ル
セ
ッ
ト
は
外
し

て
き
て
く
だ
さ
い
。
ワ
ッ
ペ
ン
、
タ

グ
の
つ
い
た
服
は
写
真
に
写
り
ま
す

の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

・�

過
去
２
年
間
に
、
町
の
結
核
検
診
を

受
診
し
た
方
お
よ
び
昭
和
54
年
４
月

１
日
～
昭
和
55
年
３
月
31
日
生
ま
れ

の
方
に
は
、「
胸
部
検
診
受
診
票
」を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
記

入
し
検
診
当
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
ほ
か
の
方
は
、
当
日
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

・�

結
核
検
診
お
よ
び
肺
が
ん
検
診
は
、

健
康
保
険
組
合
・
協
会
け
ん
ぽ
・
共

済
組
合
な
ど
の
被
用
者
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
や
、
そ
の
扶
養
者（
い

ず
れ
も
40
歳
以
上
の
方
に
限
る
）も

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

次
の
検
診
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

�

対
象　

40
歳
以
上
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

※
費
用
は
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要

・
歯
科
検
診

　

対
象　

30
歳
以
上
の
方

※
費
用
は
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要

糖
尿
病
教
室�

　

毎
月
、
糖
尿
病
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
で
糖
尿
病
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
、

糖
尿
病
の
知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

と
き　

毎
月
１
回
開
催
、午
後
２
時
～

と�

こ
ろ　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー�

２
階�

講
堂

費
用　

無
料

内�

容
・�

５
月
10
日　

糖
尿
病
の
診
断
、
糖

尿
病
と
足
の
関
係（
フ
ッ
ト
ケ
ア
）

・�

６
月
14
日　

糖
尿
病
の
い
ろ
い

ろ
な
検
査
、
夏
の
水
分
の
と
り
方　

～
飲
む
前
に
ち
ょ
っ
と
確
認
～

申
込
み　

不
要
、
直
接
会
場
へ

市
民
公
開
講
座�

　

５
月
の
市
民
公
開
講
座
は
、
休
み

と
な
り
ま
す
。
６
月
以
降
の
予
定
は

各
種
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

産
婦
人
科
病
棟
見
学
会�

と�

き　

６
月
１
日（
土
）午
後
２
時
～

と�

こ
ろ　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー

内�

容　

施
設
見
学
や
入
院
中
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
説
明

費
用　

無
料

申
込
み　

不
要

送
迎
バ
ス
の
運
行�

　

５
月
７
日（
火
）よ
り
、
九
十
九
里

町
・
東
金
市
・
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
を
結
ぶ
送
迎
車
両
の
運
行
を

開
始
し
ま
す
。

対�

象
者　

患
者
さ
ん
と
そ
の
付
き
添

い
の
方

定�

員　

８
人

※
定
員
に
達
し
た
場
合
乗
車
不
可

利
用
料　

無
料

運�

行
経
路　

九
十
九
里
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

⇔

東
金
市
役
所

⇔

東
千

葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

※�

停
留
所
以
外
で
の
乗
車
・
降
車
は

不
可
。

※�

運
行
は
平
日
の
み

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
診
療
日�

と
き　

５
月
４
日（
土
）

※�

通
常
診
療
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
電

話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
の
よ
く
あ
る
質
問

【
結
核
検
診
・
肺
が
ん
検
診
】

東千葉メディカルセンター長コラム第21回

送迎用車両について
� 理事長　増田　政久

今回は送迎用車両についてお話します。
昨今、高齢者の交通事故が増え、免許の自主返納などの
話題が取り沙汰されることが多くなりました。しかし、長
い間、車は一人一台が当たり前のように利用されてきた
この地域では、電車・バスなどの公共交通機関のみでは
不便さを感じる事も多いのではないでしょうか。実際に
患者さんからも、免許返納をしてしまうと生活ができな
い、というお話も伺うことがあります。
これからの後期高齢者の増加に備え、全国的にも行政
などが主体となり、公共交通機関を利用しづらい方のた
めの送迎車の運行や、通院費の補助などの取り組みが進
められています。東金市が運営している乗合タクシーも
その一つですね。
当センターでも、5月 7日（火）より地域の皆様からご
要望をいただいていた送迎車両の運行を開始します。
車両は以前このコラム（第 17回コラム）でも紹介した、
地元企業から寄附をいただいたワンボックス車両となり

ます。白い車体に当センターのロゴが入っていますので、
目印にしてください。
定員は８人となっていますが、今回の車両には車いす
用の昇降機などはついていませんのでご注意ください。
事前のアンケートを参考に、病院と東金市役所・九十九
里町役場を結ぶルートでの運行となりました。東千葉メ
ディカルセンターを利用する方であれば、どなたでもご
予約無しかつ無料でご利用いただけます。
詳細な発着時間などについては、下記時刻表をご覧く
ださい。
今後、運行についてのご要望がありましたら、総合案内
などに設置されている「皆様の声」などにご記入ください。
今後の参考とさせていただきます。
通院の際の足として、地域住民の皆様にお気軽に活用
していただければなによりです。

（行き）

停留所 ①�九十九里町保
健福祉センター

②東金市役所 ③�東千葉メディカ
ルセンター

出発時刻（行１便） ７：40 ８：00 ８：25
出発時刻（行２便） ９：40 10：00 10：25
出発時刻（行３便） 13：40 14：00 14：25

（帰り）

停留所 ③�東千葉メディカ
ルセンター

②東金市役所 ①�九十九里町保
健福祉センター

出発時刻（帰１便） 12：30 12：55 13：15
出発時刻（帰２便） 14：30 14：55 15：15
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お
ら
知せ

疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
通
じ
て
、
健
康
の
増
進
に
役

立
て
る
た
め
、
契
約
医
療
機
関
で
の

短
期
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
料
を
一
部

助
成
し
ま
す
。

　◆
助
成
額

　

３
０
，０
０
０
円
（
一
律
）

◆
対
象

　

�

町
に
在
住
の
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
方
の
内
、
次
の
全
て
の
条
件

に
該
当
す
る
方

【
国
民
健
康
保
険
加
入
者
】

・�

受
診
日
当
日
に
お
い
て
30
歳
以
上

75
歳
未
満

・�

年
度
内
に
短
期
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
て
お
ら
ず
、
当
年
度
の

特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い

・�

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い
に
遅

れ
が
な
い
（
納
期
限
分
が
完
納
で

き
て
い
る
）

・�

検
査
報
告
書
を
町
へ
情
報
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
で
き
る

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
】

・�

年
度
内
に
短
期
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
て
お
ら
ず
、
当
年
度
の

後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診
し
て
い

な
い

・�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払

い
に
遅
れ
が
な
い
（
納
期
限
分
が

完
納
で
き
て
い
る
）

・�

検
査
報
告
書
を
町
へ
情
報
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
で
き
る

◆
申
請
場
所

　

住
民
課
国
保
年
金
係

◆
持
ち
物

　

�

検
査
コ
ー
ス
が
分
か
る
も
の
（
予

約
票
な
ど
）、
印
か
ん
、
国
民
健
康

保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
被
保
険
者
証
、
窓
口
に
く
る

方
の
身
分
証
明

問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
70-
３
１
５
２

◆
申
請
か
ら
受
診
ま
で
の
流
れ

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
被
保
険
者
の
口
腔
機
能
の

維
持
・
改
善
を
目
的
に
、
歯
科
口
腔

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

�

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
う
ち
昭
和
18
年
４
月
２
日
～

昭
和
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※�

対
象
者
に
は
５
月
中
に
受
診
票
を

送
付

◆
実
施
期
間

６
月
３
日（
月
）
～
12
月
27
日（
金
）

※�

受
診
回
数
は
期
間
中
１
人
１
回
の
み

◆
費
用

　

�

無
料
（
歯
科
口
腔
健
康
診
査
後
の

治
療
に
要
す
る
費
用
は
有
料
）

◆
主
な
健
診
項
目

　

�

歯
・
歯
周
病
・
義
歯
の
状
態
、
義

歯
清
掃
状
況
、
歯
・
口
腔
清
掃
状

況
、
口
腔
機
能
診
査
（
舌
の
動
き
、

物
を
飲
み
込
む
力
な
ど
）
お
よ
び

口
腔
衛
生
指
導
（
む
し
歯
、
歯
周

疾
患
の
予
防
法
な
ど
）

◆
実
施
機
関

　

�

千
葉
県
歯
科
医
師
会
会
員
の
健
診

協
力
医
療
機
関

※
詳
細
は
郵
送
の
案
内
参
照

問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
70-

３
２
３
６

被保険者の方々の健康づくりへの習慣と関心を高め、楽しく継続的な健康づくりに取り組んでもらうことを
目的に、「九十九里町国民健康保険健康ポイント事業」を開始しました。
健診を受診することや自主的な健康づくりへの取り組みを実施することに対し、ポイントを付与します。

◆対　　象
　20歳以上75歳未満の町国民健康保険加入者
※事業期間内（今年度は5月～ 11月）に町国民健康保険の加入履歴が必要です。
◆参加方法
　①「ポイント管理カード」を取得する
　　住民課窓口、保健福祉センター、中央公民館、つくも学遊館に設置しています。
　②健康づくりへの取り組みを行いポイントを貯める。
　・町事業参加分…特定健康診査・がん検診などを受診することでポイントが付与されます。
　・自己申告分…�各自で健康づくりへの目標を立て30日間実施することでポイントが付与されます

（30日間は連続でなくても構いません）。
★ポイントの対象となる事業および付加ポイント

　③ポイントと特典品を交換する
　・�50ポイントを集め、ポイント管理カードを住民課国保年金係へ提出、内容を審査したうえ「特典品引

換券」を発送します。
　・「特典品引換券」に記載されている、指定した日時・場所へお越しいただき、特典品と交換します。
◆特 典 品
　・1,000円分クオカード
　・町指定ゴミ袋（大）

【最初に】 
契約医療機関に予約（受
診日、検査コースが決定
してから町へ申請）  

【受診２週間前まで】 
短期人間ドックを受診す
る２週間前までに住民課
国保年金係で助成の申請
をする 

短期人間ドック利用承認
証の交付を受ける 

【受診当日】 
短期人間ドック利用承認
証を医療機関に提出し、
会計では助成額(３万円)
を差し引いた費用を払う 

① ② 

③ ④ 

事
業
参
加
分

人間ドックの受診 40ポイント
特定健診の受診（集団健診） 30ポイント
個別健診の受診 30ポイント

各種がん検診の受診（町の検診）
※人間ドックに含まれるがん検診は除く 上限20ポイント

健康まつりへの参加
上限10ポイント

「フィットネスつくも」を利用しての運動

自
己
申
告
分

取り組み例）週に３日30分ウォーキングを行う

30日間の実施に
対して
30ポイント

取り組み例）１日３回歯磨きを行う

※�目標設定にお困りの場合は、町保健師にご相談
ください。

短
期
人
間
ド
ッ
ク
検
査
費
用
の
一
部
を
助
成

後
期
高
齢
者

歯
科
口
腔
健
康
診
査

診
健

対象となる指定医療機関名

浅井病院
☎ 0475-58-1407�( 東金市家徳 38-1)

亀田クリニック健康管理センター
☎ 04-7099-1115�( 鴨川市東町 1344)

亀田総合病院附属幕張クリニック
☎ 043-296-2321�( 千葉市美浜区中瀬 1-3)

千葉ロイヤルクリニック
☎ 043-204-5511�( 千葉市中央区新町 1000)

ジェイコー千葉病院
☎ 043-261-2228�( 千葉市中央区仁戸名町 682)

国保旭中央病院
☎ 0479-62-3822�( 旭市イの 1326)

国保大網病院
☎ 0475-72-1121�( 大網白里市富田 884-1)

さんむ医療センター
☎ 0475-82-2521�( 山武市成東 167)

成田赤十字病院
☎ 0476-22-2311�( 成田市飯田町 90-1)

公立長生病院
☎ 0475-34-2121�( 茂原市本納 2777)

ちば県民保健予防財団
☎ 043-242-6131�( 千葉市美浜区新港32-14)

問い合わせ　住民課国保年金係 ☎70-3152

九十九里町国民健康保険健康ポイント事業
～楽しみながら健康づくりにチャレンジしてみませんか？～
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九十九里町機構 職員配置表および

総

務

課

企
画
財
政
課

税

務

課

住

民

課

健
康
福
祉
課

社
会
福
祉
課

産
業
振
興
課

出

納

室

ガ

ス

課

議
会
事
務
局

農
業
委
員
会

教

育

長

中
村
　
誠
一

⒁
課
　
　
長
　
秋
原
　
　
充

　
課
長
補
佐
　
鈴
木
　
　
桂

　
　

⑽
課
　
　
長
　
戸
村　
俊
之

　
課
長
補
佐
　
羽
斗
　
伸
一

⑿
課
　
　
長
　
中
川
チ
エ
リ

⑾
課
　
　
長
　
戸
田
　
佳
子

⑾
課
　
　
長
　
作
田
　
延
保

　
課
長
補
佐
　
小
野
谷
　
武

⒀
課
　
　
長
　
古
川
　
富
康

　
課
長
補
佐
　
川
島　
常
嗣

⑻
課
　
　
長
　
中
村
　
吉
徳

⒁
事
務
局
長
　
篠
崎　
　
肇

　
主

幹
　
内
山
　
茂
樹

　
局
長
補
佐
　
木
原
　
隆
行

　
副
主
幹
　
鵜
澤
　
康
子

⑶
会
計
管
理
者
　
南
部　
雄
一

⑵
事
務
局
長
　
木
原　
正
幸

⑴
事
務
局
長
（
吉
田
　
洋
一
）

⑿
課
　
　
長
　
篠
﨑　
英
行

　
主
　
　
幹
　
吉
田
　
洋
一

　
課
長
補
佐
　
鑓
田　
貴
賜

　
副
主
幹
　
古
関
　
　
保

㉟
課
　
　
長
　
山
口　
義
則

　
副
主
幹
　
小
森
　
克
彦

⑵
秘
書
広
報
係
長	

田
畑
　
総
子
　
　
古
川　
輝
幸

⑸
庶
務
係
長	

糸
房　
智
行
　
　
山
田
　
昌
之
　
　
大
原
　
真
弓
　
　
江
澤　
恵
美
　
　
鈴
木
　
克
奈

⑶
交
通
防
災
係
長	

髙
橋　
英
樹
　
　
小
川
　
晃
永
　
　
小
髙
　
彰
久

⑵
情
報
管
理
係
長	

並
木　
利
幸
　
　
中
村
　
政
仁

　
主
　
　
幹
【
古
川　
紀
行
】　<

東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
派
遣>

⑶
企
画
係
長
　
戸
村　
武
則
　
　
長
島
　
芳
幸
　
　
内
山　
彰
子

⑷
財
政
係
長
　
鈴
木
　
浩
之
　
　
行
木
　
隆
夫
　
　
角
田
　
正
湖
　
　
原
田　
尚
輝

⑵
管
財
係
長
（
羽
斗
　
伸
一
）	

古
川
　
恭
平

⑸
徴
収
係
長
　
片
岡　
真
一
　
　
小
川
　
迪
子
　
　
川
代
　
　
真
　
　
武
井
　
　
晶
　
　
原
田　
翔
大

⑹
課
税
係
長
　
中
北
　
一
成
　
　
石
井
　
　
衛
　
　
勝
俣
　
　
大
　
　
石
橋
　
恵
里
　
　
柳
井
　
勝
己

	

宮
﨑　
竜
也

⑸
住
民
係
長
　
鑓
田
み
ど
り
　
　
塩
田
侑
希
子
　
　
大
橋
慎
太
郎
　
　
秋
葉
　
史
穂
　
　
飯
島
　
有
奏

⑸
国
保
年
金
係
長
　
鶴
岡　
正
美
　
　
行
木
　
理
恵
　
　
藤
原
な
つ
美
　
　
阿
部
　
宏
樹
　
　
土
屋　
千
景

⑸
健
康
指
導
係
長
（
小
野
谷
　
武
）　
木
原
　
淳
子
　
　
川
代
千
嘉
子
　
　
島
田
　
航
至

　
主
任
栄
養
士
　
古
市
多
美
子

⑸
高
齢
者
福
祉
係
長
　
古
川
　
恵
美
　
　
杉
﨑　
瑞
恵
　
　
中
村
　
祐
介
　
　
宇
津
木
一
美
　
　
原
田
　
愛
理

　
【
石
渡　
和
信
】
　<

地
方
独
立
行
政
法
人
東
金
九
十
九
里
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
派
遣>

⑷
環
境
係
長
（
川
島　
常
嗣
）
　
戸
邉　
　
武
　
　
山
本
　
滉
汰
　
　
林
　
　
俊
宏

⑶
建
設
係
長
　
麻
生
　
雅
弘
　
　
髙
橋
　
昌
也

　
主

　

査
　
吉
野
　
　
剛

⑶
管
理
係
長
　
松
井
　
智
明
　
　
行
木
　
洋
貴
　
　
村
井
　
直
樹

⑵
公
園
管
理
係
長
　
御
園
　
晴
恵
　
　
今
関
　
俊
之

⑶
経
理
係
長
　
鎗
田　
秀
樹
　
　
池
田
　
輝
彦

　
主

　

査
　
古
川
　
　
力

⑷
供
給
係
長
　
平
井
　
　
豊
　
　
麻
生
　
高
志
　
　
森
　
　
洋
介

　
主

　

査
　
松
井
　
博
之

⑶
学
校
教
育
係
長
（
木
原
　
隆
行
）
　
伊
藤　
　
幸
　
　
齋
正
　
卓
也

⑵
学
校
給
食
係
長
（
鵜
澤
　
康
子
）

　
主

　

査
　
松
戸
　
美
穂

⑸
社
会
教
育
係
長
　
行
木
　
貴
之
　
　
松
浦
　
修
弘
　
　
椿
　
麻
里
恵
　
　
椎
名　
亮
介

　
主

　

査
　
吉
田
　
壮
一

⑵
中
央
公
民
館
長
（
篠
崎　
　
肇
）
　
竹
内　
里
恵

　
主

　

査
　
古
川　
德
正

◎
退
職
職
員	

鈴
木
　
薫（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
諭
）	

齊
藤
　
恵
子（
ガ
ス
課
主
査
）	

櫻
田
　
勝
好（
産
業
振
興
課
副
主
査
）	

鈴
木
　
賢
悟（
産
業
振
興
課
副
主
査
）

	

多
田
　
功（
社
会
福
祉
課
主
事
補
）	

渡
邉
　
政
明（
社
会
福
祉
課
主
事
補
）	

高
口
　
哲
彦（
税
務
課
主
査
）※
任
期
付
期
間
終
了

	

敬
称
略
・（
　
）内
は
前
職

⑵
室

　

長
　
千
田
　
蘭
子
　
　
江
澤
　
菜
月

⑴
事

務

局
　	

伊
藤
さ
や
か

⑴
事

務

局
　	

三
橋
　
綾
子

⑸
農
業
振
興
係
長
（
鑓
田　
貴
賜
）
　
塩
田　
哲
士
　
　
楠
元
　
大
輝
　
　
椎
名
　
佑
季

　
主

　

査
　
金
森
　
弘
晃
　
【
鈴
木
　
秀
明
】

⑷
商
工
観
光
係
長
　
鈴
木
　
幸
明
　
　
市
東　
直
樹
　
　
山
本
　
卓
朗
　
　
長
谷
川　
貴

⑷
社
会
福
祉
係
長
　
戸
村
　
惠
子
　
　
山
田
　
晃
義
　
　
穗
苅　
洋
樹
　
　
行
木　
拓
也

	

【
山
本
由
美
子
】

⑶
子
育
て
支
援
係
長
　
鈴
木
有
規
子
　
　
脇
坂
　
早
苗
　
　
鈴
木
　
愛
美

⑾
と
よ
う
み
こ
ど
も
園
長
　
矢
野
貴
美
子
　
　
戸
村
　
美
和
　
　
鈴
木
公
光
子
　
　
麻
生
　
奈
穂
　
　
行
木
　
佑
子

　
副

園

長
　
田
上　
弘
子
　
　
藤
代　
紗
智
　
　
福
石
　
美
和
　
　
糸
日
谷
美
紗

　
主
任
保
育
教
諭
　
行
川
美
智
子

　
主
任
保
育
教
諭
　
高
柳　
美
幸

⒂
か
た
か
い
こ
ど
も
園
長
　
木
原
加
奈
枝
　
　
古
川　
尚
美
　
　
太
田
　
典
子
　
　
下
埜
ま
ゆ
み
　
　
小
野
谷
純
子

　
副

園

長
　
古
川
　
道
子
　
　
髙
橋
　
英
里
　
　
今
井　
清
美
　
　
大
惠
田
恵
理
　
　
緑
川　
美
和

　
主
任
保
育
教
諭
　
古
川　
烈
子
　
　
村
井
　
里
穂
　
　
石
本　
真
琴
　
　
大
塚　
志
歩
　
　
広
瀬
　
千
紘

教
育
委
員
会

議

会

監
査
委
員

教
育
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

ま
ち
づ
く
り
課

太字(黒)は異動
太字(青)は新規採用
(　)は事務取扱
[　]は定数外

大矢　吉明

佐々木　悟

町　　　　　　　長

副　　　町　　　長



37
5
2
8
3
0
1
9
0

差
出
有
効
期
間

令
和
２
年
4
月

30
日
ま
で

37
5

料
金
受
取
人
払
郵
便
2
8
3
0
1
9
0

九九〇四貝片町里九十九

長町里九十九
切
手
を
貼
ら
ず
に

お
出
し
く
だ
さ
い

東
金

局
承

認

行

九九〇四貝片町里九十九

長町里九十九 行

こ
の
用
紙
の
使
い
方

けづりの Ⓐ

図
の
よ
う
に
三
つ
折
り
に
し
て
「
の

り
づ
け
Ⓐ
」
と
「
の
り
づ
け
Ⓑ
」
を

貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（

線

り

取

り

切

）

問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
秘
書
広
報
係

　
☎
70
31
22

※

切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

○○○◦◦◦○○○◦◦◦○○○◦◦◦○○○◦

○○○◦◦◦○○○◦◦◦○○○◦◦◦○○○◦

○○○◦◦◦○○○◦◦◦○○○◦◦◦○○○◦

○○○◦◦◦○○○◦◦◦○○○◦◦◦○○○◦

○○○◦◦◦○○○◦◦◦○○○◦◦◦○○○◦
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R元年5月

豊 海 小 学 校

片 貝 小 学 校

九十九里小学校

九十九里中学校

教　職　員　人　事　異　動
（　）は前任校または転出先・退職�【敬称略】

転　　入

教 頭　大木恵美子（上堺小学校）
教 諭　佐瀬　雅彦（睦岡小学校）
教 諭　鈴木　茂代（横芝小学校）
講 師　若月のり子（九十九里小学校）

転　　入

教 頭　小川　郁夫（日吉台小学校）
教 諭　笹川　裕美（新規採用）
技 師　大曾根　恵（丘山小学校）

転　　入

校 長　丸尾　剛彦（豊岡小学校）
教 諭　有賀　智宏（鳴浜小学校）
教 諭　佐久間章子（九十九里中学校）
教 諭　板倉　美紀（新規採用）
講 師　福島　恵子（増穂北小学校）
講 師　眞行寺早加（芝山小学校）

転　　入

教 頭　小原　正之（成東中学校）
教 諭　髙𣘺　信也（大網中学校）
教 諭　伊藤　竜一（松尾中学校）
講 師　與川　未奈（片貝小学校）

転　　出

教 頭　伊藤　玲子（芝山小学校）
教 諭　山岸　美来（平山小学校）
講 師　板倉　美紀（九十九里小学校）
養護講師　花澤　美枝（上堺小学校）

転　　出

教 頭　向井　隆志（有秋西小学校）
講 師　與川　未奈（九十九里中学校）
栄養教諭　小野塚幸子（芝山中学校）

転　　出

校 長　加藤　和敦（退職）
教 諭　榎澤　芳江（退職）
教 諭　安井　　隆（源小学校）
教 諭　飯倉　達也（睦岡小学校）
講 師　笹川　裕美（片貝小学校）
講 師　若月のり子（豊海小学校）

転　　出

教 頭　佐久間正明（内郷小学校）
教 諭　佐久間章子（退職）
教 諭　宮薗　速也（東金東中学校）
講 師　岡本　裕明（芝山中学校）
講 師　齊藤　航大（山武北小学校）

町
長
へ
の
手
紙

こ
の
手
紙
は
、皆
さ
ん
が「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」

と
町
政
に
望
ん
で
い
る
こ
と
や
、ご
意
見
な
ど
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、こ
れ
を
よ
く
検
討
し
、
町
の

仕
事
に
取
り
入
れ
て「
住
み
よ
い
九
十
九
里
町
」

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

町
政
に
対
し
、日
常
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る

こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
、よ
く
分
か
ら
な
い
の

で
聞
き
た
い
こ
と
な
ど
、お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

切
手
は
不
要
で
す
の
で
、お
近
く
の
郵
便
ポ
ス

ト
へ
ご
投
函
く
だ
さ
い
。



（

線

り

取

り

切

）

の り づ け Ⓑ

※記入前に必ずお読みください
ご意見の内容により各担当課へ照会し、町長が各担当課の対応を確認したうえで回答
します。そのため、回答には１～２カ月程度の期間を要する場合があります。
ご意見の内容確認や各課の業務に関するお問い合わせなど、担当部署から連絡させて
いただく場合があります。
次のような場合には原則として回答いたしません。あらかじめご了承ください。
　①住所や氏名、手紙の内容や意味･意図が不明なもの
　②「町長への手紙」の趣旨から外れたもの
　③町政と関係のない内容や特定の個人や団体などを侮辱または誹謗中傷するもの
　④営利企業などの宣伝またはこれらに類するもの

住所　九十九里町

氏名

性別　 □男性　 □女性

□希望する
□検討してもらえれば不要

年齢 電話番号

回答を希望
しま す か？

※住所、氏名、電話番号は忘れずに正確にご記入ください。記入がない場合、回答を希
望されていても回答できません。

町長への手紙 内容

※

切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

R元年5月

15

町
で
は
、
家
庭
ご
み
の
出
し
方
を

案
内
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
令
和
２

年
度
版
九
十
九
里
町
家
庭
ご
み
の
出

し
方
」
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募

集
し
ま
す
。

◆
広
告
１
枠
の
規
格

　

縦
４
㎝
×
横
８
・
５
㎝

◆
掲
載
料

　

１
６
，０
０
０
円
（
１
枠
当
た
り
）

◆
募
集
枠
数

　

４
枠

◆
発
行
部
数

　

８
０
０
０
部

◆
発
行
日

　

令
和
２
年
２
月
末
（
予
定
）

◆
申
込
み

　

�

10
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
で

ま
ち
づ
く
り
課
環
境
係
へ

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
環
境
係

　

☎
70-

３
１
６
６

　

�http://w
w
w
.tow

n.kujukuri.
chiba.jp/0000004363.htm

l

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
の
推
進

を
図
る
た
め
、
生
ご
み
の
減
量
化
に

役
立
つ
装
置
を
購
入
さ
れ
た
方
に
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
装
置

・
コ
ン
ポ
ス
ト

・
機
械
式
生
ご
み
処
理
機

◆
予
定
基
数
・
補
助
額
な
ど

【
コ
ン
ポ
ス
ト
】

　
予
定
基
数　

７
基

　

補
助
額　

購
入
金
額
の
２
分
の
１

　

上
限
額　

３
，０
０
０
円

【
機
械
式
生
ご
み
処
理
機
】

　

予
定
基
数　

３
基

　

補
助
額　

購
入
金
額
の
２
分
の
１

　

上
限
額　

１
０
，０
０
０
円

◆
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
印
か
ん

・
領
収
証

・�

購
入
し
た
品
物
の
型
番
が
分
か

る
も
の
（
カ
タ
ロ
グ
な
ど
）

・
補
助
金
の
振
込
先
の
口
座
番
号

※�

申
請
総
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時

点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

購
入
す
る
際
は
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
環
境
係

　

☎
70-

３
１
６
６

近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ

ン
な
ど
小
型
動
物
の
生
息
頭
数
が
増

え
て
お
り
、
町
内
で
も
農
作
物
な
ど

へ
の
被
害
報
告
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

町
で
は
、
農
作
物
へ
の
被
害
、
人

へ
の
攻
撃
や
家
屋
に
浸
入
さ
れ
る
な

ど
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
捕
獲

器
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
貸
出
期
間
・
基
数

　

期�

間　

貸
し
出
し
の
日
か
ら
２
週

間
以
内（
貸
出
期
間
終
了
後
は
、

ま
ち
づ
く
り
課
環
境
係
窓
口
に

返
却
）

　

基
数　

１
申
請
に
つ
き
１
基

◆
申
込
み

　

�

ま
ち
づ
く
り
課
環
境
係
で
申
込
書

を
記
入

※�

捕
獲
器
に
は
限
り
が
あ
り
在
庫
が

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
環
境
係

　

☎
70-

３
１
６
６

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
観

点
か
ら
二
酸
化
炭
素
の
削
減
な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
活
用
の
普
及
促
進
を
図
る
た

め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
方
を
対
象
に
、
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◆
補
助
予
定
件
数

　

３
基

◆
補
助
金
額

　

３
０
，０
０
０
円
（
１
kW
当
た
り
）

※
上
限
額
１
０
５
，０
０
０
円（
３・５
kW
）

４
月
１
日
よ
り
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
、
申
請
総
額
が
予
算
額

に
達
し
た
時
点
で
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
す
。

工
事
の
着
工
に
つ
い
て
は
、
町
か

ら
の
交
付
決
定
が
あ
る
ま
で
実
施
で

き
ま
せ
ん
。
交
付
決
定
前
に
着
工
し

た
場
合
、
補
助
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
の
交
付
要
件
な
ど
に
つ
い

て
は
、
申
請
前
に
必
ず
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
環
境
係

　

☎
70-

３
１
６
６

募

補

貸

補

集

助

出

助

「
家
庭
ご
み
の
出
し
方
」

有
料
広
告

環
境
浄
化
推
進
事
業

ア
ラ
イ
グ
マ
用

捕
獲
器

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
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R元年5月 R元年5月
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お
ら
知せ

町
で
は
、
５
月
か
ら
70
歳
以
上
の

方
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

で
、
町
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
倉
庫
ま
で

の
運
搬
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
古

紙
や
古
着
な
ど
の
資
源
ご
み
戸
別
回

収
を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象

　

�

70
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ

て
い
る
世
帯
で
、
町
内
の
リ
サ
イ

ク
ル
倉
庫
ま
で
の
運
搬
が
困
難
な

方
◆
回
収
日

　

５
月
９
日
（
木
）
か
ら

・
豊
海
地
区　

毎
月
第
２
木
曜
日

・
片
貝
地
区　

毎
月
第
３
木
曜
日

・
作
田
地
区　

毎
月
第
４
木
曜
日

※�

回
収
日
が
休
み
の
場
合
は
、
土
日
・

祝
日
を
除
い
た
翌
日
と
な
り
ま
す
。

◆
回
収
物

　

�

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
本
、
雑

誌
、
雑
紙
、
紙
パ
ッ
ク
、
衣
類

◆
申
込
み

　

�

回
収
日
前
日
ま
で
に
ま
ち
づ
く
り

課
環
境
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
環
境
係

　

☎
70-

３
１
６
６

町
で
は
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
図
る
た
め
、
毎
年
５
月
30
日

に
近
い
日
曜
日
を｢

ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
５
月
26
日
（
日
）
を
「
ゴ
ミ

ゼ
ロ
の
日
」
と
し
て
町
内
の
一
斉
清

掃
を
実
施
し
ま
す
。

町
内
の
環
境
美
化
推
進
の
た
め
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
と
き

　

�

５
月
26
日
（
日
）
午
前
８
時
～
11

時
※�

雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、
６
月
２

日
（
日
）
の
同
時
刻
に
延
期

◆
と
こ
ろ

　

�

町
内
全
域
（
道
路
・
公
園
・
空
き

地
・
海
岸
な
ど
）

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
環
境
係

　

☎
70-

３
１
６
６

～
と
び
出
さ
な
い

　
　
　

い
っ
た
ん
と
ま
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

み
ぎ
ひ
だ
り
～

入
園
・
入
学
か
ら
１
カ
月
が
経
過

し
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
依
然
と
し

て
高
齢
者
が
関
係
す
る
死
亡
事
故
の

割
合
が
高
く
、
中
で
も
歩
行
中
の
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

幼
児
・
児
童
な
ど
に
交
通
社
会
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
と
基
本
的
な
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
習
慣
付
け
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
に
対
す
る
保
護

や
誘
導
活
動
を
推
進
す
る
な
ど
、
交

通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
実
施
期
間

　

５
月
11
日
（
土
）
～
20
日
（
月
）

・
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　

５
月
20
日
（
月
）

◆
重
点
目
標

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
交
通
防
災
係

　

☎
70-

３
１
０
７

町
で
は
、「
安
全
で
安
心
し
て
住

め
る
地
震
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅

の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ

び
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
場

合
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

近
い
将
来
、
発
生
す
る
可
能
性
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
首
都
直
下
地

震
・
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
に

よ
る
建
物
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る

中
、
ご
自
身
の
住
宅
の
現
状
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
今
後
の
住
宅
の
維
持

管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◆
耐
震
診
断

・
補
助
限
度
額

　

４
０
，０
０
０
円
（
１
戸
当
た
り
）

◆
耐
震
改
修
工
事

・�

補
助
限
度
額
【
設
計
費
・
工
事
監

理
費
】

　

１
０
０
，０
０
０
円（
１
戸
当
た
り
）

・
補
助
限
度
額
【
工
事
費
】

　

３
０
０
，０
０
０
円（
１
戸
当
た
り
）

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
管
理
係

　

☎
70-

３
１
５
６

こ
の
訓
練
は
、
地
震
や
津
波
、
武

力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
用
い
て
緊
急
情
報
を
確
実
に
皆
さ

ん
に
伝
え
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

同
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
未
然
防
止

の
た
め
、
年
４
回
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◆
実
施
日

１
回
目　

５
月
15
日
（
水
）

２
回
目　

８
月
28
日
（
水
）

３
回
目　

12
月
４
日
（
水
）

４
回
目　

令
和
２
年
２
月
19
日（
水
）

※
実
施
時
刻
午
前
11
時
（
予
定
）

◆
放
送
内
容

①
上
り
チ
ャ
イ
ム

②�「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
×
３
回

③�「
こ
ち
ら
は
、
防
災
く
じ
ゅ
う
く

り
で
す
」

④
下
り
チ
ャ
イ
ム

※�「
く
じ
ゅ
う
く
り
安
全
・
安
心
メ
ー

ル
」
の
防
災
・
気
象
情
報
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
に
試
験
配
信
を
実

施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
交
通
防
災
係

　

☎
70-

３
１
０
７

～
会
員
募
集
と

�

会
費
ご
協
力
の
お
願
い
～

社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
す
、
民
間
の
福
祉
団

体
（
社
会
福
祉
法
人
）
で
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
の
活
動
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
自
立
し
た
地
域
生
活
を
支

援
す
る
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
福
祉
活
動
は
、
皆

さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
く「
会
費
」

で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
九
十
九
里

町
に
お
住
ま
い
の
方
や
法
人
、
各
種

団
体
な
ど
の
皆
さ
ま
に
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
活
動
や
地
域
福
祉
活
動

に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
会
員
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、

住
民
同
士
の
支
え
合
い
活
動
を
、
ま

す
ま
す
発
展
・
推
進
し
て
い
く
た
め

の
社
会
福
祉
協
議
会
会
費
に
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
70-

３
１
６
３

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企

業
・
大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・

中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
月
中
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
調

査
員
が
「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
て

訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
日　

６
月
１
日
現
在

調�

査
対
象　

全
国
す
べ
て
の
製
造
業

に
属
す
る
事
業
所

調�

査
方
法　

調
査
員
調
査
・
国
直
送

調
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査

調�

査
内
容　

事
業
所
の
名
称
お
よ

び
所
在
地
、
本
社
ま
た
は
本
店
の

名
称
お
よ
び
所
在
地
、
他
事
業
所

（
国
内
）
の
有
無
、
経
営
組
織
、
資

本
金
額
ま
た
は
出
資
金
額
、
従
業

者
数
、
現
金
給
与
総
額
（
年
間
）、

製
造
品
出
荷
額
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
係

　

☎
70-

３
１
２
１

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
収
益
を
財
源
に
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要

な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
な
ど
に

対
し
て
助
成
を
行
う
こ
と
で
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

令
和
２
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
事

前
相
談
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

の
で
、
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
企

画
財
政
課
企
画
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
）。

な
お
、
団
体
か
ら
の
申
請
内
容
に

つ
い
て
は
、
町
や
県
・
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
に
て
厳
正
に
審
査
さ
れ
ま
す

の
で
、
申
請
し
た
と
し
て
も
必
ず
採

択
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※�

令
和
２
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
や
条

件
な
ど
に
変
更
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
係

　

☎
70-

３
１
２
１

実実

実補

実福

実助

施施

施助

施祉

施成

資
源
ご
み
の
戸
別
回
収

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
工
事

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

社
会
福
祉
協
議
会

工
業
統
計
調
査

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

事
前
相
談



19 18
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19 18

お
ら
知せ

農
業
委
員

任
期
満
了
に
伴
い
、
９
人
の
新
し

い
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。
地
域
に

お
け
る
農
地
の
利
用
調
整
や
遊
休
農

地
対
策
、
後
継
者
育
成
な
ど
、
地
域

と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
動
を

行
い
ま
す
。

◆
具
体
的
な
業
務

・
総
会
の
審
議

・�

農
地
法
な
ど
に
基
づ
く
申
請
の

調
査

・
農
地
の
利
用
状
況
の
調
査

・�

農
地
利
用
の
最
適
化
（
遊
休
農
地

の
有
効
活
用
、
違
反
転
用
防
止
な

ど
）
の
た
め
の
調
整
な
ど

◆
農
業
委
員
一
覧
（
敬
称
略
）

永
嶋　

正
光
（
会
長
）

三
橋　

芳
男
（
会
長
代
理
）

高
柳　

久
男

古
川　

靖
久

南
部　
　

賢

櫻
井　
　

弘

中
西　

英
明

斉
藤
討
支
男

今
関　

光
子

【
任
期
】�

平
成
31
年
４
月
12
日
～�

�

令
和
４
年
４
月
11
日

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

任
期
満
了
に
伴
い
、
10
人
の
新
し

い
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
つ
く
も
で
は
、
５

月
か
ら
60
歳
以
上
の
方
が
お
得
に
利

用
で
き
る
シ
ル
バ
ー
デ
イ
が
増
え
ま

し
た
。
１
０
０
円
で
利
用
で
き
る
５

月
の
シ
ル
バ
ー
デ
イ
は
16
日
（
木
）・

26
日
（
日
）
で
す
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
つ

く
も
は
、
１
回
ご
と
の
利
用
料
な
の

で
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
健
康

的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
の
で

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
す
る
に
は

①
原
則
高
校
生
以
上

②�

施
設
利
用
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
の
説
明
会
（
初
心
者
ガ
イ
ダ
ン

ス
）
を
受
講
す
る

③
利
用
者
登
録
証
の
交
付
を
受
け
る

④�

利
用
者
登
録
証
を
持
参
し
利
用
券

を
購
入
す
る

※�

初
心
者
ガ
イ
ダ
ン
ス
終
了
後
、
当

日
か
ら
利
用
可
能
で
す
。

◆
初
心
者
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
要
予
約
）

・
と
き

毎
週
金
曜
日　

午
後
６
時
～

毎
週
土
曜
日　

午
後
２
時
～

毎
週
日
曜
日　

午
前
10
時
～

・
申
し
込
み

電
話
も
し
く
は
直
接
来
館
に
て

※�

当
日
の
申
し
込
み
は
受
講
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
９
時

～
地
域
の
力
を
子
ど
も
た
ち
へ
～

６
月
と
７
月
に
町
の
青
少
年
健
全

育
成
事
業
と
し
て
、
通
学
合
宿
を
実

施
し
ま
す
。

通
学
合
宿
と
は
、
学
年
の
異
な
る

小
学
生
た
ち
が
公
民
館
な
ど
に
宿
泊

し
、
生
活
を
と
も
に
し
な
が
ら
学
校

に
通
う
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
家
族
を
離
れ
て
異

学
年
集
団
で
生
活
し
、
日
常
の
家
庭

生
活
で
必
要
な
仕
事
を
協
力
し
な
が

ら
自
分
自
身
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

社
会
性
や
自
主
性
・
協
調
性
を
養

い
、
生
き
る
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

や
、
地
域
の
人
々
が
運
営
に
関
わ
り

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

昨
年
度
も
社
会
教
育
団
体
関
係
者

を
は
じ
め
と
し
て
、広
く
地
域
の
方
々

に
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
地
域
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
通
学
合
宿
（
３
小
学
校
区
合
同
）

と
き①

６
月
19
日
（
水
）
～
22
日
（
土
）

②
７
月
３
日
（
水
）
～
６
日
（
土
）

と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

町
で
は
、
今
後
の
空
き
公
共
施
設

を
活
用
し
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み

の
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
、
旧
豊

海
保
育
所
を
利
活
用
し
て
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
事
業
者
を

募
集
し
、
利
活
用
事
業
者
を
決
定
し

ま
し
た
。

◆
利
活
用
事
業
者

　

�BRAND�AND�CONSULTING�AGENCY�

（
東
京
都
渋
谷
区
）

◆
事
業
概
要

　

�

６
次
産
業
の
拠
点
と
し
て
、
新
規

事
業
計
画
の
相
談
か
ら
、
デ
ザ
イ

ン
・
プ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
支
援
、

加
工
食
品
の
製
造
・
受
注
・
発
送

ま
で
請
け
負
う
こ
と
の
で
き
る
新

し
い
形
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
施
設
を

始
動
さ
せ
、
九
十
九
里
町
発
の
ブ

ラ
ン
ド
を
生
み
出
し
て
い
く
。

※�

６
次
産
業
と
は
…
、
１
次
産
業
と

し
て
の
農
林
漁
業
と
２
次
産
業

と
し
て
の
製
造
業
、
３
次
産
業
と

し
て
の
小
売
業
な
ど
の
事
業
と
の

総
合
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
を
図

り
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た

な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
取
り
組

み
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
管
財
係

　

☎
70-

３
１
２
７

担
当
地
域
に
お
い
て
、
担
い
手
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新

規
参
入
の
促
進
と
い
っ
た
現
場
活
動

を
行
い
ま
す
。

◆
具
体
的
な
業
務

・�

担
当
地
域
に
お
い
て
、
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
の

調
整
活
動

・
農
地
の
利
用
状
況
の
調
査

・�

担
当
地
域
の
遊
休
農
地
の
把
握
・

解
消
、
違
反
転
用
防
止
・
是
正
な

ど
の
活
動

◆
農
地
利
用
最
適
化

�
推
進
委
員
一
覧
（
敬
称
略
）

内
山　

菊
敏
（
担
当
地
区�

豊
海
）

佐
久
間
一
夫
（
担
当
地
区�

豊
海
）

鈴
木　
　

茂
（
担
当
地
区�

豊
海
）

秋
葉　

直
人
（
担
当
地
区�

豊
海
）

並
木　

茂
男
（
担
当
地
区�
片
貝
）

小
川　

洋
充
（
担
当
地
区�
片
貝
）

　

小
栗
山
喜
佐
男
（
担
当
地
区�
片
貝
）

高
橋　
　

聖
（
担
当
地
区�

片
貝
）

作
田　

文
雄
（
担
当
地
区�

作
田
）

原
田　

敎
光
（
担
当
地
区�

作
田
）

【
任
期
】�

平
成
31
年
４
月
12
日
～�

�

令
和
４
年
４
月
11
日

問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
70-

３
１
７
３

◆
利
用
料
金

町
内
一
般　

２
２
０
円

町
内
学
生　

１
１
０
円

町
外
一
般　

３
３
０
円

町
外
学
生　

１
６
０
円

特
設
デ
イ　

１
０
０
円

※�

利
用
時
間
は
１
回
の
入
館
に
つ

き
、
１
人
３
時
間
30
分
を
限
度
と

す
る
。

※�

サ
ー
ビ
ス
デ
イ（
不
定
期
）
は
館

内
掲
示
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

※�

電
話
に
て
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
休
館
日

　

�

毎
週
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
・
年

末
年
始
・
施
設
点
検
期
間

問
い
合
わ
せ

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
つ
く
も

　

☎
70-

３
６
０
５

対�

象　

小
学
校
４
～
６
年
生
（
１
回

30
人
程
度
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
内
容

　

�

登
下
校
・
買
い
物
・
入
浴
付
き
添
い
・

学
習
・
宿
泊
の
支
援
な
ど
。
看
護

師
や
保
健
師
の
資
格
を
お
持
ち
の

方
で
、
宿
泊
支
援
も
し
て
い
た
だ

け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

５
月
31
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

　

☎
70-

３
１
９
３

　

町
で
は
、
情
報
公
開
制
度
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
制
度
の
適
正
な
運
用

と
健
全
な
推
進
を
図
る
た
め
、
そ
れ�

ぞ
れ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
実
施

状
況
を
公
表
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度　

公
開
請
求
４
件

個
人
情
報
保
護
制
度　

開
示
請
求
１
件

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
庶
務
係

　

☎
70-

３
１
０
６

と
き　

５
月
29
日
（
水
）
午
後
７
時

と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

費
用　

３
，０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

※
抽
選
会
時
に
持
参

申�

込
み　

５
月
22
日
（
水
）
ま
で
に

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

へ
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

大
会
日
程　

６
月
９
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

　

☎
70-

３
１
９
３

　

syakai@
town.kujukuri.chiba.jp

気持ちいい汗を
流しましょう！！

農

利

募

活

制

業

用

集

用

度

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
決
定

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
つ
く
も
に「
シ
ル
バ
ー
デ
イ
」が
増
え
ま
し
た
！

通
学
合
宿
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

旧
豊
海
保
育
所
活
用
事
業
者
が

決
定
し
ま
し
た
！

情
報
公
開

個
人
情
報
保
護

町
Ｃ
Ｕ
Ｐ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
抽
選
会

込
申

ご
厚
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
九
十
九
里
町
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
多
大
な
る
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
思
い

は
、
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
敬
称
略
）

◆
教
育
文
化
振
興
に
対
す
る
寄
付

　

平
成
31
年
3
月
28
日

　

妙
智
会
教
団

�

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

　

☎
70-

３
１
９
３
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議　会　報　告議　会　報　告

委
員
の
任
命

・
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
高
柳

久
男
氏
、
中
西
英
明
氏
、
南
部
賢

氏
、
古
川
靖
久
氏
、
永
嶋
正
光
氏
、

三
橋
芳
男
氏
、
斉
藤
討
支
男
氏
、

今
関
光
子
氏
、
櫻
井
弘
氏
の
再
任

に
つ
い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

・
総
合
計
画
の
定
義
を
規
定
し
、
計

画
策
定
に
必
要
と
な
る
事
項
を
定

め
る
た
め
、「
九
十
九
里
町
総
合
計

画
策
定
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

・
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、「
九
十

九
里
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
」お
よ
び「
特
別
職

の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

・
千
葉
県
人
事
委
員
会
に
準
じ
た
給

与
改
定
を
行
う
た
め
、「
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の

任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る

条
例
」の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

・
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
施
行
な
ど
に
伴
い
、「
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
」

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

・
町
立
東
保
育
所
の
廃
止
に
伴
い
、

「
九
十
九
里
町
保
育
所
設
置
条
例
」

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

・
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

「
九
十
九
里
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ

り
、「
九
十
九
里
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

・
ち
ど
り
の
里
の
浴
場
施
設
の
廃
止

に
伴
い
、「
ち
ど
り
の
里
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

・
つ
く
も
学
遊
館
の
施
設
使
用
料
の

改
正
に
伴
い
、「
つ
く
も
学
遊
館
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

建
物
の
無
償
貸
付

・
旧
豊
海
保
育
所
の
無
償
貸
付
に
つ

き
議
会
の
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

契
約
の
締
結

・
か
た
か
い
こ
ど
も
園
除
却
工
事
の

契
約
の
締
結
に
つ
き
議
会
の
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

町
道
路
線
の
認
定

・
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
き
議
会
の

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
行
政

◆
地
域
防
災
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て　

�

（
荒
木
か
す
み
議
員
）

問
地
域
防
災
を
進
め
る
背
景
と
行
政

の
関
わ
り
に
つ
い
て
答
被
害
を
最
小

化
す
る
た
め
に
は
、
地
域
防
災
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
町
で
は
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
広
報
紙

な
ど
を
活
用
し
、
防
災
啓
発
や
防
災

訓
練
を
実
施
し
、
地
域
防
災
の
中
核

を
担
う
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

問
地
域
防
災
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
い

て
答
行
政
に
よ
る「
公
助
」
だ
け
で

は
限
界
が
あ
り
、
各
地
域
の
防
災
組

織
に
よ
る「
共
助
」
な
し
で
は
被
害

の
軽
減
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
助
け
合
い
の
意

識
向
上
を
図
り
、
多
く
の
自
主
防
災

組
織
の
結
成
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

企
画
財
政
行
政

◆「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」に
備
え
た
施
策
に
つ
い
て

�

（
古
川
徹
議
員
）

問
町
の
Ｐ
Ｒ
や
商
業
者
の
相
乗
効
果

に
繋
が
る
施
策
に
つ
い
て
答
一
宮
町

で
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
の
開
催
が
決
定

し
て
お
り
、
九
十
九
里
地
域
へ
国
内

外
か
ら
集
ま
る
人
々
の
流
入
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
相
乗
効
果
を
高
め
る
た

め
に
も
、
関
係
団
体
や
県
、
近
隣
自

治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
関
連
事

業
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
訪
日
外
国
人
に
対
す
る
誘
致
施
策

と
受
け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
答
訪
日

外
国
人
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
県
や
山
武
地
域
の
自
治
体
と

連
携
を
図
り
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
受
け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
と
考

え
て
い
る
た
め
、
観
光
事
業
者
な
ど

へ
訪
日
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
に
つ
い
て
情

報
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
答
提
案
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
共
感
し
た
人
の
寄
付
や
投
資

に
よ
り
、
資
金
を
調
達
す
る
手
法
と

し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

町
づ
く
り
施
策
に
お
い
て
も
、
早
期

の
実
施
を
目
指
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
手
法
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）推
進
の
実
現
に
つ
い
て

�

（
善
塔
道
代
議
員
）

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
答
国

は
平
成
28
年
に
持
続
可
能
な
開
発
目

標
実
施
指
針
を
決
定
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
、
地
方
自
治
体
の
計
画
な
ど

の
策
定
や
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
そ

の
要
素
を
最
大
限
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
奨
励
し
て
い
る
た
め
、
今
後
の

地
域
課
題
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て
参

考
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
本
町
の
施
策
の
中
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

あ
た
る
も
の
は
な
に
か
に
つ
い
て
答

将
来
の
人
口
減
少
の
課
題
に
対
応
し

た
取
り
組
み
を
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
に
よ
り
導
き
出
し
、
指
標
に
よ

る
進
捗
管
理
に
取
り
組
み
、
そ
れ
に

基
づ
く
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し

て
い
る
点
で
は
、
九
十
九
里
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
手
法
に
一
番
近
い
も
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て�

（
善
塔
道
代
議
員
）

問
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
た

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
答
大
会
開

催
期
間
に
お
け
る
来
遊
客
の
流
入
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

町
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
効
果
を

十
分
に
享
受
す
る
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
に
つ
い
て
答
九
十
九
里

地
域
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
も
含

め
た
広
域
連
携
の
強
化
は
必
須
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き

近
隣
市
町
の
関
係
団
体
な
ど
と
連
携

強
化
を
図
り
、
取
り
組
み
可
能
な
事

業
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
多
言
語
版
の
観
光
看
板
設
置
に
つ

い
て
答
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
海

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
各
種
補
助
金
を
活
用

し
、
多
言
語
標
記
の
看
板
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
Ｗ
ｉ
︱

Ｆ
ｉ
設
置
や
Ｗ
ｉ
︱

Ｆ
ｉ

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
答
各
海
岸
町
営
駐

車
場
に
は
自
動
販
売
機
型
の
Ｗ
ｉ
︱

Ｆ
ｉ
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
整
備
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

町
内
で
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
︱

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ

ト
を
整
備
し
て
い
る
店
舗
な
ど
の
情

報
を
収
集
し
、
観
光
客
へ
情
報
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
人
口
減
少
に
つ
い
て

�

（
杉
原
正
一
議
員
）

問
原
因
に
つ
い
て
答
全
国
的
に
も
人

口
減
少
の
緩
和
が
大
き
な
課
題
と
な�

っ
て
お
り
ま
す
。
町
で
は
少
子
化
と

人
口
流
出
が
減
少
の
原
因
で
あ
る
と

捉
え
て
お
り
ま
す
。

問
人
口
減
少
の
対
策
に
つ
い
て
答
九

十
九
里
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
人
口
減
少

対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

税
務
行
政

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て�

（
谷
川
優
子
議
員
）

問
納
付
金
・
標
準
保
険
料
率
に
つ
い

て
答
国
か
ら
示
さ
れ
た
確
定
係
数
に

基
づ
き
、
平
成
31
年
1
月
末
に
県
が

平
成
31
年
度
分
の
市
町
村
標
準
保
険

税
率
の
算
定
を
行
い
ま
し
た
。
町
に

示
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金
は
平
成
30
年
度
と
比
較
す
る

と
、
５
・
29
％
の
減
額
、
標
準
保
険
料

率
は
所
得
割
０
・
74
％
の
増
、
均
等

割
、
平
等
割
は
減
額
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
こ
の
算
定
結
果
を
基
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
均
等
割
・
平
等
割
の
減
免
制
度
に

つ
い
て
答
低
所
得
者
に
対
す
る
措
置

と
し
て
、
世
帯
の
合
計
所
得
に
応
じ

た
法
定
軽
減
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

同
一
世
帯
に
お
け
る
加
入
者
の
増
加

に
応
じ
て
軽
減
を
判
定
す
る
基
準
額

が
拡
大
す
る
制
度
と
な
り
ま
す
。
現

状
に
お
い
て
、
町
単
独
で
の
更
な
る

減
免
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問
生
活
困
窮
者
の
減
免
制
度
に
つ
い

て
答
所
得
に
応
じ
た
法
定
軽
減
制
度

の
他
、
町
で
は
国
民
健
康
保
険
税
減

免
取
扱
要
綱
を
制
定
し
、
解
雇
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
前
年
に
対
し
て
所

得
が
減
少
し
た
方
に
つ
い
て
、
減
少

割
合
に
応
じ
た
所
得
割
の
減
免
な
ど

の
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

問
限
度
額
認
定
証
の
発
行
に
つ
い
て

答
高
額
な
外
来
診
療
や
入
院
療
養
の

場
合
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

を
事
前
に
受
け
、
医
療
機
関
に
提
示

す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
自
己
負
担

が
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
で
済
み
、

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

住
民
課
国
保
年
金
係
で
申
請
を
受
け

付
け
、
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

問
滞
納
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
答
納

税
相
談
の
際
に
は
、
生
活
状
況
や
滞

納
と
な
っ
た
原
因
な
ど
を
聴
取
し
た

上
、
必
要
に
応
じ
て
分
割
納
付
な
ど

で
対
応
し
、
状
況
に
よ
り
関
係
部
署

と
の
連
携
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
相

談
が
な
い
場
合
は
、
財
産
調
査
を
行

い
、
担
税
力
が
あ
る
と
判
明
し
た
場

合
に
は
、
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処

分
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
固
定
資
産
税
課
税
標
準
に
つ
い
て

�

（
杉
原
正
一
議
員
）

問
津
波
の
危
険
性
、
地
盤
沈
下
、
上

ガ
ス
の
危
険
性
な
ど
査
定
基
準
に
入 

っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
答
国
が
定
め

た
公
示
価
格
お
よ
び
不
動
産
取
引
価

格
を
基
に
、
不
動
産
鑑
定
士
が
地
域

第
１
回　
３
月
議
会
定
例
会　
会
期　
３
月
５
日
～
18
日

本
定
例
会
で
は
、
議
案
37
件
・
陳
情
２
件
の
審
議
と
７
議
員
か
ら
の
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
、
陳
情
は
採
択
と
な

り
ま
し
た
。概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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の
用
途
性
な
ど
を
勘
案
し
た
不
動
産

鑑
定
評
価
額
に
基
づ
き
算
出
し
て
お

り
ま
す
。
津
波
の
危
険
性
な
ど
の
周

辺
環
境
に
つ
い
て
は
、
公
示
価
格
な

ど
の
算
定
時
点
で
考
慮
さ
れ
て
お
り
、

固
定
資
産
税
課
税
標
準
に
含
ま
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

健
康
福
祉
行
政

◆
少
子
化
対
策
・
子
ど
も
子
育
て
支

援
に
つ
い
て�

（
谷
川
優
子
議
員
）

問
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
拡
充

に
つ
い
て
答
子
ど
も
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
は
、
入
院
・
通
院
と
も
に
中

学
生
ま
で
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
持
続
可
能
で
安
定
的
な
制
度
と

す
る
に
は
、
財
源
確
保
が
課
題
で
あ

り
、
今
後
も
県
へ
助
成
対
象
者
の
拡

充
に
つ
い
て
働
き
か
け
、
近
隣
市
町

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
制
度
の
拡

充
に
向
け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接

種
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
答
未
成
年

者
に
行
う
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
き
定
期
予
防
接
種
と
さ
れ

た
13
種
類
の
疾
病
に
対
し
て
全
額
公

費
負
担
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

任
意
接
種
の
予
防
接
種
に
対
す
る
助

成
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
の

国
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
親
と
子
を
守
る
予
防
接
種
に
つ
い

て�

（
荒
木
か
す
み
議
員
）

問
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
疾
患
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
答
未
成
年
者

に
行
う
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
き
定
期
予
防
接
種
と
さ
れ
た

13
種
類
の
疾
病
に
対
し
て
全
額
公
費

負
担
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
任

意
接
種
の
予
防
接
種
に
対
す
る
助
成

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
国

の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
風
疹
抗
体
検
査
の
実
施
と
抗
体
価

が
低
い
人
へ
の
支
援
に
つ
い
て
答
町

で
は
、
県
で
実
施
し
て
い
る
風
疹
抗

体
検
査
に
お
い
て
、
抗
体
が
低
い
と

診
断
さ
れ
た
方
を
対
象
に
予
防
接
種

の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
抗
体
が
低
い
39
歳
か
ら
56
歳
の
方

に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
答
国
で
は

風
疹
の
予
防
接
種
が
定
期
接
種
化
さ

れ
る
以
前
に
生
ま
れ
た
男
性
に
対
し

て
、
平
成
31
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画

で
段
階
的
に
予
防
接
種
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
国
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
介
護
予
防
に
つ
い
て

�

（
荒
木
か
す
み
議
員
）

問
介
護
予
防
施
設（
ち
ど
り
の
里
）

の
利
用
拡
大
に
つ
い
て
答
高
齢
者
や

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、

家
族
の
介
護
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
た
め
、
ち
ど
り
の
里

を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

拠
点
と
し
、
介
護
予
防
の
機
能
強
化

と
利
用
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
町
内
施
設
を
利
用
し
た
健
康
な
身

体
づ
く
り
に
つ
い
て
答
保
健
セ
ン
タ�

ー
、つ
く
も
学
遊
館
、
ち
ど
り
の
里
の

３
施
設
で
介
護
予
防
の
た
め
の
体
操

教
室
を
行
っ
て
お
り
、
運
動
機
能
の

維
持
、
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

問
介
護
予
防
の
た
め
の
交
通
支
援
に

つ
い
て
答
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

を
計
画
し
て
お
り
、
町
で
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
金
に
送
迎
車

両
の
購
入
経
費
を
増
額
し
て
新
年
度

予
算
に
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

◆
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て�

（
杉
原
正
一
議
員
）

問
累
積
赤
字
と
年
度
赤
字
の
推
移
に

つ
い
て
答
年
度
ご
と
の
当
期
総
損
失

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
は
15
億
４
，

０
３
０
万
円
、
平
成
27
年
度
は
16
億

５
，
６
２
０
万
円
、
平
成
28
年
度
は

11
億
７
，
７
１
３
万
円
、
平
成
29
年

度
は
13
億
２
，
９
０
７
万
円
と
な
り
、

平
成
29
年
度
の
未
処
分
損
失
は
57
億

２
７
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
町
の
貸
付
金
と
起
債
残
に
つ
い
て

答
平
成
30
年
度
末
の
見
込
み
で
は
、

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
基
金
か
ら
の
貸
付
金
は
９
億
７
，

５
８
０
万
円
、
病
院
事
業
債
は
19
億

８
，７
８
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

問
千
葉
県
の
追
加
支
援
と
そ
の
対
応

に
つ
い
て
答
県
で
は
経
営
健
全
化
を

図
る
た
め
、
追
加
財
政
支
援
と
し
て

30
億
円
を
２
月
県
議
会
の
補
正
予
算

で
計
上
し
、
町
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
設
立
団
体
の
出
資
割
合
で
按

分
さ
れ
た
７
億
９
，
２
０
０
万
円
を

３
月
議
会
の
補
正
予
算
で
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

◆
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の

取
組
方
針
に
つ
い
て

�

（
髙
木
輝
一
議
員
）

問
平
成
30
年
度（
４
月
～
12
月
）
の

運
営
状
況
に
つ
い
て
答
第
３
四
半
期

ま
で
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
入

院
・
外
来
と
も
に
前
年
実
績
・
年
度

計
画
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

問
政
策
的
医
療
部
門
の
収
支
状
況
開

示
に
つ
い
て
答
部
門
を
ま
た
ぐ
費
用

の
割
り
振
り
が
シ
ス
テ
ム
上
困
難
で

あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
収
益
デ
ー
タ

の
み
報
告
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
対
応
策
の
検
討
を
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問
整
備
事
業
基
金
残
高
な
ら
び
に
貸

付
金
残
高
に
つ
い
て
答
整
備
事
業
基

金
は
、
平
成
30
年
度
末
で
９
億
８
，

７
４
９
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
こ

の
内
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

運
営
費
貸
付
金
が
９
億
７
，
５
８
０

万
円
、
預
金
が
１
，
１
６
９
万
円
と

な
り
ま
す
。

問
経
営
健
全
化
に
向
け
た
改
善
策
と

取
組
方
針
に
つ
い
て
答
収
益
を
上
げ

る
こ
と
を
優
先
し
、
医
療
環
境
を
充

実
さ
せ
る
た
め
安
定
的
な
診
療
体
制

の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
長
生

地
域
か
ら
の
救
急
搬
送
も
増
加
し
て

お
り
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
認

識
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

問
町
内
各
地
区
に
お
け
る
住
民
説
明

会
開
催
に
つ
い
て
答
町
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
の
関
連
情
報
を
お
知
ら
せ
し

て
お
り
、
住
民
と
直
接
対
話
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
質
問
な
ど
に
お
答
え

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の

運
営
状
況
に
つ
い
て

�

（
細
田
一
男
議
員
）

問
収
支
状
況
に
つ
い
て
答
平
成
30
年

度
第
３
四
半
期
ま
で
の
実
績
に
つ
い

て
、
収
益
で
は
年
度
計
画
を
上
回
る

56
億
９
，
６
０
０
万
円
と
な
り
、
費

用
で
は
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
や
手

術
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
計
画
を
上
回
る
66
億
４
，

０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
収
益

か
ら
費
用
を
差
し
引
き
ま
す
と
、
９

億
４
，
４
０
０
万
円
の
損
失
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

問
県
へ
の
財
政
支
援
要
望
の
状
況
に

つ
い
て
答
県
で
は
経
営
健
全
化
を
図

る
た
め
、
追
加
財
政
支
援
と
し
て
30

億
円
を
２
月
県
議
会
の
補
正
予
算
で

計
上
し
、
町
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
設
立
団
体
の
出
資
割
合
で
按
分

さ
れ
た
７
億
９
，
２
０
０
万
円
を
３

月
議
会
の
補
正
予
算
で
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

社
会
福
祉
行
政

◆
児
童
虐
待
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

�

（
善
塔
道
代
議
員
）

問
町
の
児
童
虐
待
状
況
に
つ
い
て
答

町
で
は
、
児
童
相
談
所
を
は
じ
め
こ

ど
も
園
・
学
校
・
警
察
な
ど
、
多
く

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
早
い

段
階
か
ら
の
情
報
共
有
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
虐
待
の
状
況
と
し
て
は
、

心
理
的
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
が

多
く
、
児
童
の
発
達
・
成
長
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
複
数

の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
ケ
ア
に
当

た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
学
校
お
よ
び
教
育
委
員
会
の
対
応

に
つ
い
て
答
教
育
委
員
会
で
は
教
職

員
に
対
し
、
児
童
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
事
象
か
ら
虐
待
事
例
を
発
見
で
き

る
よ
う
校
内
研
修
な
ど
を
実
施
す
る

と
と
も
に
県
が
主
催
す
る
虐
待
対
応

研
修
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。
問
題
が
発

生
し
た
場
合
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

問
題
の
解
消
に
努
め
、
虐
待
に
係
る

情
報
が
第
三
者
に
漏
れ
な
い
よ
う
徹

底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

�

（
善
塔
道
代
議
員
）

問
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
完

全
実
施
に
対
す
る
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
答
国
で
は
制
度
の
具
体
化
に

向
け
た
方
針
を
決
定
し
、
10
月
か
ら

の
開
始
に
向
け
関
係
法
令
な
ど
の
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
町
に
お
い
て
も
関
係
法
令
が
整

備
さ
れ
次
第
、
サ
ー
ビ
ス
の
移
行
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
振
興
行
政

◆
継
続
的
な
農
業
支
援
に
つ
い
て

�

（
荒
木
か
す
み
議
員
）

問
所
得
補
償
制
度
の
普
及
に
つ
い
て

答
国
で
は
農
業
者
を
対
象
に
、
経
営

努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少

な
ど
を
補
償
し
支
援
す
る「
収
入
保

険
制
度
」
を
導
入
し
、
平
成
31
年
1

月
か
ら
加
入
申
請
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
町
で
は
制
度
の
理
解
と
加
入
に

つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
に
つ

い
て
答
現
在
、
町
で
は
３
経
営
体
が

農
業
就
農
支
援
を
受
け
、
営
農
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
31
年
度
か
ら
制
度

の
一
部
が
変
更
し
、
年
齢
要
件
が
拡

大
す
る
な
ど
従
来
よ
り
も
対
象
者
が

広
が
る
た
め
、
引
き
続
き
こ
の
制
度

を
活
用
し
、
地
域
の
担
い
手
と
な
る

新
た
な
就
農
者
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
海
の
駅
九
十
九
里
指
定
管
理
者
の

利
益
還
元
に
つ
い
て

�

（
杉
原
正
一
議
員
）

問
商
工
会
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

答
商
工
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
運
営
し
て
い
た
期
間
に
お
け
る
利

益
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
１
，

０
０
０
万
円
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
残
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
と
協
議
し
て
お
り
ま

す
。

問
観
光
公
社
に
対
す
る
対
応
に
つ
い

て
答
平
成
30
年
５
月
か
ら
指
定
管
理

者
と
し
て
管
理
運
営
し
て
お
り
、
平

成
30
年
度
の
決
算
確
定
後
に
必
要
に

応
じ
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
利
益
の
源
泉
に
つ
い
て
答
商
工
会

の
努
力
は
も
と
よ
り
、
広
告
宣
伝
な

ど
町
の
手
厚
い
支
援
が
利
益
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
片
貝
漁
港
周
辺
の
津
波
被
害
に
つ

い
て�

（
杉
原
正
一
議
員
）

問
第
一
泊
地
周
辺
の
津
波
被
害
に
つ

い
て
答
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波

に
よ
り
、
作
田
川
河
口
か
ら
遡
上
し

た
津
波
が
第
一
泊
地
よ
り
内
陸
部
に

侵
入
し
、
小
関
納
屋
地
区
を
中
心
に

床
上
・
床
下
の
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
も
の
で
す
。

問
漁
港
周
辺
の
標
高
と
地
盤
沈
下
量

に
つ
い
て
答
県
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
測
量

結
果
に
よ
る
と
、
第
一
泊
地
入
口
付

近
の
標
高
は
84
・
９
㎝
か
ら
１
５
６
・

３
㎝
と
の
こ
と
で
す
。
地
盤
沈
下
量

に
つ
い
て
は
、
震
災
前
後
の
沈
下
量

を
確
認
す
る
た
め
の
測
量
を
実
施
し

て
い
な
い
た
め
、
把
握
し
て
い
な
い

と
の
回
答
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

◆
浜
川
の
維
持
・
管
理
に
つ
い
て

�

（
細
田
一
男
議
員
）

問
水
門
の
管
理
つ
い
て
答
県
は
作
田

川
津
波
対
策
事
業
と
し
て
、
浜
川
と

の
合
流
部
に
逆
流
防
止
の
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
の
設
置
を
進
め
て
お
り
、
完

成
後
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
を
含
む
水

門
管
理
に
つ
い
て
県
と
協
議
し
た
結

果
、
人
力
で
対
応
で
き
る
日
常
管
理

を
町
が
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

問
浜
川
と
民
地
と
の
境
界
に
つ
い
て
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答
浜
川
の
土
揚
敷
を
含
め
た
水
路
敷

に
つ
い
て
は
、
法
定
外
公
共
物
と
し

て
町
が
管
理
し
て
お
り
、
所
有
者
の

申
し
出
に
よ
り
境
界
確
認
を
行
っ
た

箇
所
を
除
き
、
水
路
敷
と
民
地
の
境

界
が
確
定
し
て
い
な
い
の
が
現
状
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
防
災
対
策
に
つ
い
て

�
（
細
田
一
男
議
員
）

問
片
貝
漁
港
付
近
の
防
潮
堤
の
建
設

計
画
に
つ
い
て
答
県
は
平
成
30
年
11

月
に
開
催
さ
れ
た
小
関
納
屋
地
区
住

民
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
求
め

ら
れ
た
事
業
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
再
検
討
を
行
い
、
再
度
意
見
交

換
会
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
町
で
は
津
波
対
策
事
業
の
早
期

着
手
に
向
け
、
引
き
続
き
県
と
の
調

整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
海
の
駅
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

�

（
細
田
一
男
議
員
）

問
現
在
の
指
定
管
理
者
と
の
契
約
期

限
に
つ
い
て
答
平
成
30
年
５
月
１
日

か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
が
指

定
管
理
の
期
間
と
な
り
ま
す
。

問
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
答
海
の
駅

九
十
九
里
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、

多
目
的
広
場
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。

駐
車
場
内
の
屋
外
ト
イ
レ
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
県
と
の
協
議
の
過
程
で

年
度
内
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業

の
執
行
が
困
難
と
判
断
し
、
事
業
を

見
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

問
商
工
会
が
運
営
時
に
得
た
剰
余
金

の
残
額
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
答
商

工
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
運

営
し
て
い
た
期
間
に
お
け
る
利
益
剰

余
金
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
１
，
０

０
０
万
円
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
残
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
と
協
議
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
行
政

◆
道
路
の
異
常
な
亀
裂
に
つ
い
て

�

（
杉
原
正
一
議
員
）

問
原
因
に
つ
い
て
答
交
通
車
両
の
荷

重
や
温
度
変
化
に
よ
る
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
膨
張
と
収
縮
の
繰
り
返
し
な
ど

に
よ
る
経
年
劣
化
が
主
な
原
因
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

◆
次
期
ご
み
処
理
施
設（
仮
称
）の

取
組
方
針
に
つ
い
て

�

（
髙
木
輝
一
議
員
）

問
今
後
10
年
間
に
お
け
る
年
度
別
の

資
金
計
画
に
つ
い
て
問
町
の
起
債
お

よ
び
一
般
会
計
繰
出
予
定
額
に
つ
い

て
問
新
規
設
備
に
お
け
る
収
支
予
想

と
償
還
予
想
に
つ
い
て
問
２
市
１
町

に
お
け
る
取
組
課
題
と
事
業
再
検
討

に
つ
い
て
答
清
掃
組
合
で
は
、
地
元

と
の
協
定
に
よ
り
平
成
39
年
度
以
降

は
稼
働
で
き
な
い
こ
と
か
ら
次
期
ご

み
処
理
施
設
建
設
候
補
地
と
し
て
東

金
市
上
武
射
田
地
先
を
選
定
し
、
平

成
31
年
度
を
目
途
に
関
係
自
治
区
と

合
意
形
成
が
図
れ
る
よ
う
協
議
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
施
設
規
模
や
事
業

費
に
つ
い
て
は
、
構
成
団
体
の
人
口

減
少
を
見
込
ん
だ
将
来
的
な
ご
み
の

量
を
予
測
し
、
施
設
整
備
に
関
す
る

計
画
・
調
査
業
務
お
よ
び
施
設
建
設

費
な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
精
査
し
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

問
現
有
設
備
に
お
け
る
年
度
別
、
決

算
状
況
に
つ
い
て
答
清
掃
組
合
の
平

成
29
年
度
決
算
状
況
は
、
収
入
済
額

14
億
６
，
６
７
８
万
円
、
支
出
済
額

12
億
２
，
７
０
６
万
円
、
余
剰
金
２

億
３
，
９
７
１
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

余
剰
金
に
つ
い
て
は
、
構
成
市
町
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
財
源
に
充
て

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。　
　
　
　

◆
作
田
川
架
橋
の
建
設
計
画
に
つ
い

て�

　
（
細
田
一
男
議
員
）

問
進
捗
状
況
に
つ
い
て
答
平
成
30
年

11
月
に
県
と
合
同
で
隣
接
す
る
地
権

者
を
個
別
訪
問
し
、
作
田
川
架
橋
の

建
設
計
画
の
説
明
を
行
い
、
計
画
に

つ
い
て
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
県
と
連
携
を
図
り
、

当
該
事
業
に
対
し
て
地
元
住
民
の
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

教
育
行
政

◆
教
職
員
の
長
時
間
労
働
に
つ
い
て　

�

（
谷
川
優
子
議
員
）

問
教
職
員
の
勤
務
調
査
に
つ
い
て
答

教
職
員
の
勤
務
状
況
を
確
認
で
き
る

よ
う
平
成
29
年
度
か
ら
各
学
校
に
タ

イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、

学
校
管
理
職
は
こ
の
デ
ー
タ
を
基
に

個
別
指
導
し
、
勤
務
状
況
を
教
育
委

員
会
に
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

問
教
職
員
の
定
数
増
に
つ
い
て
答
教

職
員
の
採
用
・
配
置
に
つ
い
て
は
、

県
教
育
委
員
会
の
権
限
で
配
置
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
町
教
育
委
員
会
で
は
、

教
職
員
の
増
員
配
置
な
ら
び
に
基
準

の
見
直
し
に
つ
い
て
県
教
育
委
員
会

に
要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
教
職
員

の
負
担
軽
減
が
図
れ
る
よ
う
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問
教
職
員
の
業
務
削
減
に
つ
い
て
答

時
間
外
業
務
に
つ
い
て
は
、
教
材
研

究
、
児
童
生
徒
の
指
導
、
保
護
者
対

応
、
事
務
処
理
、
部
活
動
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
教
職
員
の
負
担
が
偏
ら
な

い
よ
う
に
配
慮
し
、
組
織
的
な
対
応

を
図
る
こ
と
で
、
負
担
軽
減
が
図
れ

る
よ
う
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

問
非
正
規
雇
用
者
の
働
き
方
に
つ
い

て
答
常
勤
講
師
は
、
定
数
内
欠
補
、

産
休
育
休
や
療
養
休
暇
の
代
替
な
ど

に
よ
る
も
の
で
、
職
務
内
容
・
勤
務

形
態
・
給
料
に
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。

非
常
勤
講
師
は
、
勤
務
時
間
に
指
定

が
あ
り
、
職
務
内
容
・
勤
務
形
態
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
条
件
を

明
示
し
て
お
り
ま
す
。

◆
い
わ
し
博
物
館「
休
館
中
」に
つ
い

て�

（
古
川
徹
議
員
）

問
い
わ
し
博
物
館
の
今
後
に
つ
い
て

答
爆
発
事
故
以
来
、
消
防
署
の
指
導

に
よ
り
、
い
わ
し
博
物
館
を
倉
庫
限

定
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
保
管
さ

れ
て
い
る
物
品
な
ど
に
つ
い
て
は
、

整
理
を
行
い
、
収
蔵
ま
た
は
展
示
す

る
場
所
の
確
保
お
よ
び
移
設
が
完
了

次
第
、
取
り
壊
し
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問
建
物
の
解
体
を
予
定
し
て
い
る
場

合
、
解
体
費
用
と
時
期
に
つ
い
て
答

解
体
費
用
に
つ
い
て
は
、
数
千
万
単

位
の
費
用
を
要
す
る
も
の
と
見
込
ん

で
お
り
、
時
期
に
つ
い
て
は
、
整
理
、

移
設
な
ど
が
済
ん
だ
時
点
で
速
や
か

に
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
事
故
に
よ
る
保
険
金
１
億
円
の
海

の
駅
内
い
わ
し
資
料
館
建
設
費
以
外

の
残
金
に
つ
い
て
答
現
在
の「
九
十

九
里
い
わ
し
博
物
館
建
設
基
金
」
残

高
は
、
５
７
０
万
６
千
円
で
す
。

◆
小
中
学
校
の「
重
い
か
ば
ん
」解

消
に
つ
い
て�

（
善
塔
道
代
議
員
）

問「
置
き
勉
」
対
策
に
つ
い
て
答
町

で
は
家
庭
学
習
で
使
用
予
定
の
な
い

教
材
や
学
習
用
具
な
ど
に
つ
い
て
、

学
校
に
置
い
て
帰
る
こ
と
を
認
め
て

お
り
、
今
後
も
適
切
な
配
慮
を
講
じ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
旧
い
わ
し
博
物
館
と
旧
片
貝
幼
稚

園
の
撤
去
に
つ
い
て

�

（
杉
原
正
一
議
員
）

問
旧
い
わ
し
博
物
館
の
撤
去
に
つ
い

て
答
爆
発
事
故
以
来
、
消
防
署
の
指

導
に
よ
り
、
い
わ
し
博
物
館
を
倉
庫

限
定
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
保
管

さ
れ
て
い
る
物
品
な
ど
に
つ
い
て
は
、

整
理
を
行
い
、
収
蔵
ま
た
は
展
示
す

る
場
所
の
確
保
お
よ
び
移
設
が
完
了

次
第
、
取
り
壊
し
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問
旧
片
貝
幼
稚
園
の
撤
去
に
つ
い
て

答
地
権
者
と
返
却
に
関
す
る
協
議
を

整
え
、
平
成
32
年
度
以
降
に
建
物
を

取
り
壊
し
、
土
地
を
返
却
す
る
予
定

で
お
り
ま
す
。

◆
文
化
財
の
保
全
・
管
理
に
つ
い
て　

�

（
細
田
一
男
議
員
）

問
片
貝
漁
港
第
一
泊
地
付
近
に
あ
る

文
学
碑
の
管
理
お
よ
び
保
全
の
対
応

に
つ
い
て
答
竹
久
夢
二
詩
碑
、
真
忠

組
志
士
鎮
魂
碑
の
管
理
・
保
全
に
つ

い
て
は
、
町
の
所
有
で
は
な
い
た
め
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
管

理
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

◆
小
学
校
区
の
見
直
し
・
改
革
に
つ

い
て�

（
細
田
一
男
議
員
）

問
片
貝
小
学
校
校
舎
の
老
朽
化
な
ら

び
に
児
童
数
減
少
に
対
応
す
る
学
校

運
営
に
つ
い
て
答
教
育
環
境
の
安
全
・

安
心
な
施
設
づ
く
り
の
た
め
の
個
別

計
画
の
策
定
に
向
け
、
必
要
と
な
る

基
礎
資
料
の
収
集
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
学
校
や
教
育
関
係
者
に

よ
る
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
し
、

児
童
の
教
育
環
境
を
主
眼
に
置
い
た

個
別
計
画
を
策
定
し
、
判
断
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

補
正
予
算

◆
一
般
会
計（
第
５
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
３
，
９
９
２
万
７
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
58
億
３
，
１
５
０

万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
増
額
す
る
主
な
も
の
は
、

普
通
交
付
税
交
付
額
の
決
定
に
よ
る

２
，
３
５
１
万
４
千
円
、
商
工
振
興

に
対
す
る
指
定
寄
附
金
１
，
０
０
０

万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
入
で
減
額
す
る
主
な
も
の
は
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金（
舗
装

修
繕
分
）
２
，
４
４
３
万
４
千
円
、

（
橋
り
ょ
う
分
）３
９
６
万
８
千
円
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
２
，
９
３
６

万
１
千
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
で
増
額
す
る
主
な
も
の
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
４
８
２
万
８
千
円
、
自
立
支
援
給

付
事
業
の
事
業
費
増
加
に
伴
う
介
護

給
付
費
９
６
５
万
８
千
円
、
庁
舎
建

設
基
金
積
立
１
，
５
０
０
万
５
千

円
、
い
わ
し
の
交
流
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
周
辺
施
設
整
備
基
金
積
立
１
，
０

０
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
で
減
額
す
る
主
な
も
の
は
、

更
正
医
療
給
付
費
６
０
０
万
円
、
舗

装
補
修
、
修
繕
工
事
２
，
０
０
０
万

円
、
人
件
費
６
９
３
万
９
千
円
な
ど

で
す
。

　

そ
の
他
に
小
中
学
校
空
調
設
備
設

置
に
伴
う
小
中
学
校
施
設
整
備
費
な

ど
５
件
の
繰
越
明
許
費
の
設
定
、
事

業
費
の
確
定
な
ど
に
よ
る
地
方
債
の

補
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
給
食
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
27
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
１
億
４
，
０
７
６
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
３
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
９
，０
７
３
万
６
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
24
億
２
，８
０
１
万
９
千

円
と
し
ま
し
た
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
第
２
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
，
０
７
３
万
２
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
１
億
９
，
６
０
８

万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
３
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
８
９
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
16
億
３
，
４
０
３
万
５
千
円

と
し
ま
し
た
。

◆
病
院
事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
７
億
９
，
２
０
１
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
14
億
９
，
６
９

７
万
円
と
し
ま
し
た
。

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
４
８
万
円
を
減
額
し
、

総
額
を
１
億
３
，
９
２
９
万
５
千
円

と
し
ま
し
た
。

５月１日から和暦が「令和」と
なりますが、この議会報告内で
は「平成」で表記しています。

６月定例会のお知らせ
と　き　
　６月４日（火）
　午前９時30分開会予定
ところ
　役場３階議場
問い合わせ
　議会事務局
　☎ 70-3135
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お
ら
知せお
ら
知せ

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
い
つ
ま
で
も

暮
ら
し
た
い
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
家

が
い
ち
ば
ん
落
ち
着
く

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
の
家
や

住
み
な
れ
た
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
考

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
事
の

相
談
を
受
け
る
「
高
齢
者
の
よ
ろ
ず

相
談
所
」
で
す
。

保
健
師
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
・

社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
が
皆
さ

ん
の
話
を
伺
い
、
協
働
で
皆
さ
ん
の

支
援
を
行
い
ま
す
。「
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
悩
み
も
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。「
相
談
に
い
け
な
い
」「
電
話

で
は
話
し
づ
ら
い
」
場
合
は
、
自
宅

や
指
定
の
場
所
へ
訪
問
し
ま
す
。

◆
相
談
例

・�

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
た
い
け

ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

・�

近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
具
合
が
悪
そ
う
で
心
配
。

・�

父
親
の
認
知
症
が
ひ
ど
く
て

困
っ
て
い
る
。
何
か
よ
い
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
豊
か

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
一

人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
権
利
を
守

る
た
め
、
成
年
後
見
制
度
の
紹
介
、

虐
待
の
早
期
発
見
や
消
費
者
被
害
な

ど
に
も
対
応
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
認
知
症
で
悩
む
家

族
の
た
め
に
、
認
知
症
の
家
族
の
方

の
交
流
会
「
あ
ん
と
ん
ね
ぇ
さ
～
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
（
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
認
知
症
の
方
や
家
族
を
温
か

く
見
守
る
応
援
者
）
の
養
成
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

問
い
合
わ
せ

　

�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
九
十
九

里
園

　

☎
76-

５
７
１
３

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
昭
和
23
年
に
人
権
擁
護
委
員
制

度
が
設
け
ら
れ
、
翌
24
年
６
月
１
日

に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
６
月
１
日

を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
、
見
守
る
と
い
う

大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

い
わ
ば
「
民
間
に
よ
る
人
権
の
番

人
」
の
機
関
で
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
町
の

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
。

◆
人
権
に
関
す
る
特
設
相
談
所

と�

き　

６
月
３
日
（
月
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

と�
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、�

�
つ
く
も
学
遊
館

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
70-

３
１
６
２

と
き　

10
月
13
日(

日)　

10
時
～

対�

象　

医
療
・
保
健
・
福
祉
分
野
の

有
資
格
者
な
ど
で
一
定
期
間
以
上

の
実
務
経
験
の
あ
る
方

※�

平
成
30
年
度
か
ら
受
験
資
格
要
件

が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

申�

込
書
配
布
期
限　

５
月
20
日(

月)

～
６
月
29
日(

土)

申�

請
書
配
布
場
所　

町
健
康
福
祉
課
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
高
齢
者

福
祉
課
、
県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

県
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー

受�

付
期
間　

５
月
20
日(

月)

～
６
月

30
日(

日)

※
最
終
日
消
印
有
効
簡
易
書
留
の
み

問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

介
護
支
援
専
門
員
養
成
班

　

☎
０
４
３-

２
０
４-

１
６
１
０

桜
の
花
び
ら
が
ひ
ら
り
ひ
ら
り

と
舞
う
春
の
季
節
、
町
内
の
こ
ど
も

園
、
小
・
中
学
校
で
は
４
月
８
日
か

ら
10
日
に
か
け
て
入
園
・
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

希
望
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
、
満
面
の

笑
顔
の
園
児
か
ら
、
真
新
し
い
学
生

服
を
着
て
少
し
緊
張
し
て
い
る
そ
ぶ

り
を
み
せ
る
中
学
生
ま
で
２
４
２
人

が
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
緊
張
し
て
い
た
新
入
園

児
・
新
入
生
も
自
分
の
名
前
が
呼
ば

れ
る
と「
は
い
」
と
大
き
な
声
で
返

事
を
す
る
元
気
な
姿
が
見
ら
れ
、
そ

れ
を
見
た
保
護
者
は
安
心
し
た
よ
う

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
再
編
に
伴
い

旧
東
保
育
所
を
拠
点
と
し
た「
か
た

か
い
こ
ど
も
園
」
が
開
園
し
、
大
矢

町
長
や
園
児
代
表
な
ど
に
よ
っ
て
開

園
を
記
念
す
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
新
入
園
児
・
新

入
生
の
人
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

と
よ
う
み
こ
ど
も
園　

30
人

か
た
か
い
こ
ど
も
園　

30
人

豊
海
小
学
校　
　
　
　

36
人

片
貝
小
学
校　
　
　
　

28
人

九
十
九
里
小
学
校　
　

14
人

九
十
九
里
中
学
校　
　

104
人

九十九里園

九十九里町役場

九十九里病院
片貝小学校

ファミリーマート

セブンイレブン

九十九里小学校

九十九里中学校

かたかいこども園 かたかいこども園開園式テープカット

支
援
高
齢
者
の
こ
と
な
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
！

６

実

１

施

人
権
擁
護
委
員
の
日

千
葉
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

新
た
な
友
と
出
会
い　
輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て

平
成
31
年
度
入
園
・
入
学
式
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町
消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が
４
月

３
日
、
つ
く
も
学
遊
館
で
行
わ
れ
新

た
に
４
人
が
入
団
。
総
勢
３
３
１
人

が
地
域
の
防
災
の
担
い
手
と
な
り
ま

し
た
。

式
で
は
、
古
川
克
俊
団
長
よ
り
、

新
入
団
員
に
向
け
て「
こ
れ
か
ら
は

地
域
の
守
り
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
町
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
尽

力
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

式
の
終
了
後
に
は
、
中
央
消
防
署

九
十
九
里
分
署
職
員
の
指
導
に
よ
り

屋
外
で
規
律
訓
練
が
行
わ
れ
、
真
剣

な
表
情
で
、
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。 昨

年
12
月
１
日
に
市
原
市
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で
第
34
回
全
国
選
抜
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
千
葉
県
予
選
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

九
十
九
里
女
性
チ
ー
ム
は
予
選

リ
ー
グ
を
２
位
で
勝
ち
進
み
、
各
ク

ラ
ス
上
位
４
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
並
み
居
る

強
豪
を
破
り
、
見
事
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

九
十
九
里
女
性
チ
ー
ム
は
、
６
月

１
日
か
ら
新
潟
県
燕
市
で
開
催
予
定

の
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

千
葉
県
の
代
表
と
し
て
、
素
晴
ら

し
い
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
５
分
団
第
２
部（
細
屋
敷
納

屋
・
藤
下
納
屋
）
に
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車（
Ｃ
Ｄ
︱

Ⅰ
型
）
水
槽
付
き
が

納
車
さ
れ
ま
し
た
。

町
消
防
団
に
も
、
総
務
省
消
防
庁

の
無
償
貸
付
制
度
に
よ
り
、
新
た
に

救
助
資
機
材
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
多
機
能
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
車
両
は
、
消
防
活
動
は
も
ち
ろ

ん
、
災
害
に
備
え
た
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
な
ど
の
救
助
資
機
材
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど
の

救
命
機
材
を
備
え
て
お
り
、
幅
広
い

活
動
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
町
の

災
害
対
応
能
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

今
年
で
第
10
回
を
迎
え
た
町
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
３
月
24
日
、

豊
海
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

各
チ
ー
ム
の
切
れ
味
鋭
い
ド
リ
ブ

ル
や
、
重
要
な
場
面
で
３
ポ
イ
ン
ト

シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る
な
ど
、
終
始
大

会
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

３
チ
ー
ム
が
１
勝
１
負
で
並
ぶ
激

戦
の
結
果
、
安
定
し
た
オ
フ
ェ
ン
ス

力
で
前
大
会
王
者
の
二
三
丸
チ
ー
ム

を
得
失
点
差
で
上
回
っ
た
、
Ｗ
Ａ
Ｖ

Ｅ
チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

■
大
会
結
果
■

優　

勝　

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ

３
月
31
日
、
宮
島
池
親
水
公
園
で

九
十
九
里
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

暖
か
い
陽
気
の
中
、
九
十
九
里
大

漁
節
保
存
会
に
よ
る
絢
爛
た
る
演
目

か
ら
始
ま
り
、
参
加
者
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
の
披
露
や
、
手
焼
き
せ
ん
べ
い

の
無
料
配
布
、
今
年
初
の
桜
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
昼
ご
ろ
に
は
、
手
打
ち
そ
ば
の

販
売
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
そ

ば
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
ジ
ャ
ズ

の
生
演
奏
と
豪
華
な
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

参
加
者
た
ち
の
弾
け
る
笑
顔
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
で
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
携
わ
る
教
職
員
の

合
同
着
任
式
が
４
月
４
日
、
町
中
央

公
民
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
い
新

た
に
17
名
の
先
生
方
が
九
十
九
里
町

に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
参
加
し
た
先
生
方
の
表
情
か

ら
は
新
た
な
学
校
で
の
強
い
意
気
込

み
を
感
じ
ま
し
た
。

■
転
入
職
員
数
■

　

豊
海
小
学
校　
　
　

４
人

　

片
貝
小
学
校　
　
　

３
人

　

九
十
九
里
小
学
校　

６
人

　

九
十
九
里
中
学
校　

４
人

町
で
は
、
環
境
保
全
の
向
上
お
よ

び
景
観
の
保
全
を
推
進
す
る
た
め
、

道
路
や
海
岸
清
掃
活
動
を
実
施
す
る

方
々
に
専
用
ご
み
袋
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
地
域
の
人
々
や

サ
ー
フ
ィ
ン
団
体
、
各
種
団
体
な
ど

約
３
，
２
４
０
人
の
方
々
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
町
の
環
境
美
化
の
た

め
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■
平
成
30
年
度
実
績
■

清
掃
回
数　

49
回

参
加
人
数　

約
３
，
２
４
０
人

新入団員へ辞令交付 優勝した九十九里女性チーム

規律指導を受ける団員 優勝した「ＷＡＶＥ」チーム

新しい消防車と守り人たち 救助資機材・小型動力ポンプ積載多機能車 迫力たっぷりの演舞

宣誓する丸尾剛彦九十九里小学校校長 清掃活動の様子

地 全

王

春

子 町

域
を
守
る
自
覚
と
使
命
を
胸
に

国
大
会
出
場

者
奪
回

の
風
を
感
じ
て

ど
も
た
ち
の
教
育
の
要

を
美
し
く

町
消
防
団

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

九
十
九
里
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

転
入
教
職
員
合
同
着
任
式

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動



町ホームページバナー広告募集
町では、自主財源の確保と地域経済の活性化を
図るため、町ホームページにバナー広告を募集し
ています。ホームページをお持ちの事業所、営業
所の皆さん、ぜひこの機会にご利用ください。

■掲載場所　町ホームページトップページバナー広
告欄　■規格　縦60ピクセル×横120ピクセル、
GIFまたはJPEG形式(動画不可)　■費用　1枠1カ
月当たり10,000円　■その他　画像は広告主が作
成(修正を依頼する場合有り)

問い合わせ　総務課秘書広報係 ☎70 3122

金
年
民
国

母乳アドバイス

母乳アドバイス

母乳アドバイス

ちどりの里健康づくり教室 うえるかむ体操教室 はつらつシルバークラブフォローアップ教室

問い合わせ　健康福祉課高齢者福祉係 ☎70ｰ3184
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� 問い合わせ　健康福祉課健康指導係 ☎70-3182

と　き　5月8日（水）、6月19日（水）
　　　　午前10時～ 11時30分
ところ　ちどりの里

と　き　5月21日（火）
　　　　午後1時30分～ 3時
ところ　保健福祉センター

と　き　5月9日（木）、23日（木）
　　　　午後2時～ 3時
ところ　つくも学遊館

この春から液体ミルクが店頭で販売される事になりまし
た。液体ミルクは粉ミルクと同様に、母乳の成分に近づけ
た赤ちゃんのための食品です。
お湯で溶かす必要がなく、開封後すぐに飲ませることが
でき、常温（おおむね25℃以下の環境）で半年ほど保管す
ることができるので、災害時や外出時に便利とされています。
便利な液体ミルクですが、注意点もあります。

・食中毒の予防のため、開封後はすぐに飲ませ、飲み残しは捨てましょう。
・�使用する哺乳瓶の衛生管理に気をつけましょう。災害時には、哺乳瓶が
消毒できない環境になることも考えられます。このような場合には清
潔なコップ（紙コップ）、スプーンなどを使用して与えましょう。
災害時の赤ちゃんの栄養として、WHO（世界保健機構）は「最も優れて

いるのは母乳である」と述べています。スキンシップが母子共にストレス
を軽減させる他にも、災害時に流行る感染性の胃腸炎や風邪からも守る
ことができるという研究もあります。
人工乳（ミルク）でも母乳でも、乳を与える時には手を清潔にすること

が大切です。
いざというときに困らないように、自分にあった方法で災害時の備えを

しておきましょう。

不法投棄を行なったものは、５年以下の懲役もしくは

１,000 万円以下の罰金（法人の場合は、３億円以下の罰

金）が科せられる場合があります。

不法投棄とは、「ごみ排出のルールに従わずに、ごみ

を捨てること」をいい、「個人が空き缶やたばこの吸い

殻、弁当殻などを捨てた場合」も不法投棄にあたります。

不法投棄は、美しい自然景観を壊すだけでなく、私た

ちの生活環境に大きな影響を与える問題です。

「不法投棄をしない！させない！許さない！」皆さんの

意識と協力で、私たちの生活環境を守りましょう。

国
民
年
金
の
一
般
保
険
料（
平
成

31
年
度
１
６
，
４
１
０
円
）に
加
え

て
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）

を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に

付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

◆
付
加
年
金
の
年
金
額

　

�

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
の
納

付
月
数

◆
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
方

　

�

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
な

ら
び
に
任
意
加
入
被
保
険
者

※
65
歳
以
上
の
方
を
除
く

◆
手
続
き

　

�

本
人
確
認
書
類
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
通
知
カ
ー
ド
）
も
し
く

は
年
金
手
帳
、
印
か
ん
を
持
参

の
上
、
住
民
課
国
保
年
金
係
に

て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
付
加
保
険
料
の
納
め
方

・�

月
々
の
保
険
料
を
納
付
書
で

納
め
る
場
合
や
、
す
で
に
前
納

で
納
付
済
み
の
場
合

　

�

後
日
送
付
さ
れ
る
付
加
保
険

料
込
み
、
ま
た
は
付
加
保
険
料

の
み
の
納
付
書
で
、
お
近
く
の

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

・�

月
々
の
保
険
料
を
口
座
振
替

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）で
納
め
る
場
合

　

�

指
定
の
口
座
か
ら
、
付
加
保
険

料
込
み
の
金
額
が
引
き
落
と
し

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
金
融
機

関
な
ど
へ
の
手
続
き
の
関
係
で
、

申
出
後
１
～
２
カ
月
は
付
加
保

険
料
の
み
の
納
付
書
で
納
め
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
留
意
点

・�

付
加
保
険
料
の
納
期
限
は
、
翌

月
末
日
で
す
。

・�

納
期
限
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、

期
限
か
ら
２
年
間
は
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・�

一
般
保
険
料
の
免
除
が
承
認

さ
れ
た
方
や
、
国
民
年
金
基
金

に
加
入
し
て
い
る
方
は
納
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
70-

３
１
５
３

①�レタスはよく洗い、水気をとって食べや
すくちぎる。きゅうりは斜め薄切りにし
てから千切りにする。ミニトマトはヘタ
を取り、よく洗っておく。

②�ちりめんじゃこはフライパンでかるく乾
煎りする。

③�塩昆布はみじん切りにし、他のAの材料
と混ぜ、塩昆布ドレッシングを作る。

④�器に①の野菜を盛りつけ、ちりめんじゃ
こをのせる。

⑤�塩昆布ドレッシングをよく混ぜ合わせて
④のサラダにかける。

塩昆布ドレッシングの和風サラダ
塩昆布の旨みを生かした手作りドレッ
シングと、カルシウムたっぷりのちり
めんじゃこを使ったサラダです。食べ
る前によく混ぜ合わせてください。

子育て支援センターでは、親
子が安心して楽しめる場を提供
しています。同じ子育て中の仲間
と交流してみませんか！子育て
支援センターとは「屋根のある
公園」のような場所です。親子で
遊んだり、手遊びや絵本の読み
聞かせなどを
行っています。
また、子育て相
談も随時受け
付けています。
と�　き　月～金曜日、午前９時
30分～午後３時30分
ところ　とようみこども園
※「�出張ひろば」を保健福祉セン
ターなどで開設しています。
詳細は下記まで。

問い合わせ
　子育て支援センター
　☎080-5927-9976

と�　き　月～金曜日、午前９時～
午後５時(土日・祝日・年末年
始を除く)
ところ　とようみこども園
対�　象　家庭で保育している生
後8カ月から就学前の児童の
保育が一時的に困難な世帯

問い合わせ
　社会福祉課子育て支援係
　☎70-3164

－不法投棄は犯罪です－

問い合わせ　まちづくり課環境係 ☎70-3166

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

作り方

カルシウムたっぷり！

⎧
⎨
⎩

一時保育事業

子育てを
応援しています！

A

材料（4～5人分）
レタス�　� �１／２個
キュウリ�　� �１本
ミニトマト�　� �１０個
ちりめんじゃこ�　� �大さじ２
　　塩昆布（細切り）�　�大さじ１
　　オリーブ油�　� �大さじ３
　　酢�　� �大さじ２
　　砂糖�　� �小さじ１／２
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　たすきをつなぐリレーを通じて東
日本大震災の記憶の風化を防ぐと
ともに、被災地との絆を深めます。
ぜひ、ご参加ください。
申込期間　5月28日(火)まで
費用　無料
※詳細は大会ホームページから
HP http://www.1000km.jp

　『篠木雄司氏　講演会』
と�き　5月28日(火)午後1時30分
～午後3時
ところ　東金文化会館
講師　篠木雄司氏
内�容　福島が笑えば世界が笑う～
恩返し経営とは？～
定員　300名（先着順）
費用　無料
問い合わせ　東金法人会
　☎52-0022

　『山武消防フェスタ2019』
と�き　6月1日(土)正午～午後3時
ところ　山武郡市広域行政組合消　　
　防本部（東金市家徳384-2）
内�容　最新鋭の消防車両、水陸両
用車の展示消防車の走行・放水・
煙体験、地震体験車による模擬
地震体験、VR（仮想空間）初期消
防体験、消防隊やレスキュー隊に
よる消防演習など
問�い合わせ　山武郡市広域行政組
合消防本部警防課�☎52-8752

　『暮らしと仕事の相談会』
　家庭の悩みや将来の不安はあり
ませんか？仕事を探している、子育
て・家族・家計の問題、介護や住ま
いなどの相談をお受けします。
とき　5月10日（金）午前10時～正午
ところ　町保健福祉センター
対�応者　社会福祉士、精神保健福
祉士など
費用　無料
申込み　要予約、電話で下記へ
問�い合わせ　特定非営利活動法人
リンク�☎77-7531

　あんとんねぇさ～ IN九十九里町
　『九十九里地域認知症家族の会』
　介護の苦労を分かち合える同士
で語りあってみませんか？
とき　5月15日(水)午後1時～3時
ところ　ちどりの里
内容　参加者同士の交流会
対�象　認知症の方（疑いを含む）を
介護している方

※�興味のある方などどなたでも参
加できます。
問�い合わせ　九十九里町地域包括
支援センター�☎76-5713

　『手話奉仕員養成研修（後期）』
と�き　6月20日(木)～令和2年1月
30日(木)午後7時～9時
※�全27回の日程については下記問
い合わせ先まで
と�ころ　成東文化会館のぎくプラ
ザ
対�象　山武郡市内に在住または在
勤、在学の方で、手話奉仕員養成
研修前前期課程を受講し、修了し
た方
定員　20名
費�用　無料（テキスト代、日本聴力
新聞購読料は別途自己負担）
申込み　5月7日(火)～ 31日(金)
問�い合わせ　千葉聴覚障害者セン
ター�☎043-308-6373

　『青い鳥郵便葉書』無償配布
　重度の身体障害者(1級・2級)ま
たは重度の知的障害者(療養手帳
にＡまたは1度・2度の表記のある
方)に通常郵便葉書または通常郵
便葉書胡蝶蘭を20枚(1人あたり)
無償で配布します。
受付期間　5月31日（金）まで
※詳細は下記まで
問い合わせ　東金郵便局
　☎52-2915

　『赤十字活動資金へご協力を』
赤十字では、災害救護・救急法など
の講演会の普及やボランティアの
育成、献血事業など国内活動のほ
か、海外における救護活動を行って
おり、それらの活動は皆さまからお

寄せいただく「社資」によってまか
なわれています。
　5月から「社資募集運動」が始まり
ますので、ご支援ご協力をお願いし
ます。
問�い合わせ　日本赤十字社千葉県
支部�☎043-241-7531

　『第22回フードドライブ』
募�集期間　5月13日(月) ～ 6月28
日（金）午前9時～午後5時
※平日のみ
受付場所　社会福祉協議会
募�集食品　お米、缶詰、乾物、調味
料、インスタント食品、レトルト食
品など
注�意点　賞味期限が明記され2カ月
以上あるもの、常温で保存可能な
もの、未開封のもの、破損で中身
が出ていないもの、お米は常識の
範囲内で古くないもの
問い合わせ　社会福祉協議会
　☎70-3163

　『税理士による無料相談』
と�き　5月15日(水)、6月5日(水)、
19日(水)午前10時～午後3時
ところ　東金商工会館3階
申込み　要予約、電話で下記へ
問�い合わせ　千葉県税理士会東金
支部�☎50-6322

　『有害鳥獣駆除にご協力を』
　カラスなどにより農作物が荒ら
させる被害が多発しています。そ
のため、7月末までの土・日曜日に
有害鳥獣の駆除を実施します。駆
除には猟銃を使用しますので、発
砲音のする区域には近づかないよ
うにご協力をお願いします。
　また、ハトを飼っている方は放
さないようにしてください。
実�施日　5月18日(土)、19日(日)、
25日(土 )、26日(日)、6月1日
(土)、2日(日)の早朝
問�い合わせ　産業振興課農業振興
係�☎70-3171

　『労災職業病なんでも相談会』
とき　5月25日(土)午後1時～4時
と�ころ　船橋市勤労市民センター
　（船橋市本町4-19-6）
対�応者　弁護士、労働安全衛生管
理者、ソーシャルワーカーなど
費用　無料
問�い合わせ　千葉中央法律事務所�
☎043-225-4567

　6月1日～ 10日『電波利用環境保
　護周知啓発強化週間』
　総務省ではこの期間、電波を正
しく利用するための周知・啓発活
動および不法無線局の取り締まり
を強化しています。
　ルールを守らない不法な無線局
は、テレビ・ラジオ放送、携帯電話
などの身近なものから、警察・消
防・救急用無線などの人命に関わ
る重要な無線に対して混信・妨害
を与えるなど、私たちの生活や安
全を脅かします。安全で豊かな社
会を実現するために、電波はルー
ルを守り正しく使いましょう。
問�い合わせ　不法無線局による混
信・妨害�☎03-6238-1939
　�テレビ・ラジオの受信障害
　☎03-6238-1945
　�地上デジタルテレビ放送の受信
相談�☎03-6238-1944

　『5月の移動交番開設』
海�の駅九十九里　1日 ( 水 )、23 日
(木)午前10時～11時30分
や�すらぎの家　14日(火)、24(金 )
午後2時～ 3時
ス�ーパーランドローム　7日 ( 火 )、
28日(火)午前10時～11時30分
ふ�るさと自然公園駐車場　8日(水)、
16日(木)、30日(木)午前10時～
11時30分
真�亀川総合公園　13日(月)、29日
(水)午後2時～ 3時
問い合わせ　東金警察署
　☎54-0110

　『自転車盗難に注意しましょう』
　�鍵は必ずワンサイクル・ツーロック
　東金署管内では、平成30年中に
自転車盗難が173件発生しました。
皆さんも被害に遭わないよう、次
の点に注意してください。
・駐車したら必ず鍵を掛ける
・�基本施錠のほかに鍵をもう1つ
掛ける
・管理の行き届いた駐車場を選ぶ
・防犯登録をする
問い合わせ　東金警察署
　☎54-0110

　『自動車税の納付期限は
　� 5月31日です』
　4月下旬に自動車税事務所から納
税通知書が届きますので、最寄りの
金融機関、コンビニエンスストア、
クレジットカード納付やペイジー納
付などで納付期限までに納めましょ
う。
　スマートフォンなどを利用した
「モバイルレジ」での納付が可能と
なりました。
　また、町出納室でも納めることが
できますのでご利用ください。
問い合わせ　東金県税事務所
　☎54-0223

　『上級救命講習』
と�き　6月2日(日)午前9時～午後
5時
と�ころ　山武郡市広域行政組合消
防本部3階講堂（東金市家徳384�
-2）
内�容　AEDを使用した心肺蘇生法、
傷病者の管理方法、異物除去法、
搬送法および固定法など
対�象　山武郡市消防本部管内に在
勤在住で13歳以上の方
費用　無料
定員　40名（先着順）
持�ち物　運動しやすい服装、筆記用
具、昼食
申�込み　5月24日(金)までに住所・
氏名・生年月日・職業・電話番号
を下記へ
問�い合わせ　山武郡市広域行政組
合消防本部警防課�☎52-8752

　『集まれ！NARITA空港車両』
と�き　5月26日（日）午前10時～午
後3時
ところ　航空科学博物館館内外
費用　入館料のみ
内�容　空港を縁の下で支える特殊
車両が博物館に集合
問い合わせ　航空科学博物館
　☎0479-78-0557

　東金青年の森公園
　『野球場で高校野球を観戦しよう』
と�き　①5月11日(土)、②25日(土)
③6月1日(土)、④2日(日)
※�①③④午前10時～、②午後0時
30分～、各日2試合予定

ところ　東金青年の森公園野球場
費用　無料
対�戦校　①成東高校・四街道高校、
②千葉学芸高校・柏南高校、③千
葉黎明高校・土浦湖北高校、④千
葉黎明高校・早稲田実業
そ�の他　天候や諸事情により予告
なく中止または変更となる場合あ
り(中止確認☎54-0610試合当日
の午前10時まで)
問�い合わせ　東金市教育委員会ス
ポーツ振興課�☎50-1189

　『未来への道
　　� 1000km横断リレー2019』
　今年も7月24日(水)から8月7
日(水)までの15日間、青森から東
京までランニングと自転車で東日本
大震災の被災地を縦断するリレーを
開催します。
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受付　平日8時30分～15時
　(電話にて予約してください)
交�付日時　予約した日の直近の土曜
日の8時30分～正午
※�土曜日当日に申請受付はできませ
ん。詳しくは下記へ
問い合わせ
　住民課住民係 ☎70-3151

5月23日(木)19時～20時
訪�問対象　町内にお住まいの5～10
人程度のグループ
申�込み　人数、場所、対話内容を取り
まとめ5月16日(木 )までに下記へ
問い合わせ　
　総務課秘書広報係 ☎70-3122

ガイダンス（要予約）
　毎週金曜日　18時～
　毎週土曜日　14時～
　毎週日曜日　10時～

フラダンス教室
　毎週木・土曜日　�9時～

卓球サークル
　毎週木曜日　18時～
　毎週水曜日(初心者)　14時～

健康アップ体操教室
　5/10(金)、24日(金)　10時～

問い合わせ
　フィットネスつくも�
　☎70-3605

♥とようみこども園♥
　5/14（火）、28（火）10時～11時
♥かたかいこども園♥
　5/7（火）、21（火）10時～11時
問い合わせ
　とようみこども園 ☎76-4615
　かたかいこども園 ☎76-2468

(3月分)

5/7・14・21・28・6/4
問い合わせ
　つくも学遊館 ☎70-3601

5 / 1(水・祝)　海開き式

　 7(火)�定例教育委員会

　 8(水)�農業委員会総会

　23(木)�町親睦ゴルフ

　25(土)�豊海小学校運動会

　26(日)�ゴミゼロ運動

� 町税の休日納税・相談窓口

土曜日に住民票の取得ができます

町長の現地訪問

つくも学遊館休館日

フィットネスつくも

こども園の開放

納期のお知らせ

町税の休日納税・相談窓口

町のカレンダー　(予定)

5/6・13・20・27・6/3
※月曜のみ営業（浴場は廃止）
問い合わせ
　健康福祉課高齢者福祉係
　☎70-3184

5/1・2・3・7・13・20・27・6/3
～図書室新刊案内～

『陰陽師　女蛇ノ巻』
� 夢枕　　獏
『家康に訊け』
� 加藤　　廣
『お茶壺道中』
� 梶　よう子
問い合わせ
　中央公民舘 ☎76-4116

ちどりの里開館日

中央公民館休館日

歌壇　　　� 町短歌同好会
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5月26日（日）
9時～16時(正午～13時を除く)
※納税は便利な口座振替をご利用ください。

ところ　税務課窓口
問い合わせ　
　税務課徴収係 ☎70-3143

ガス料金の口座振替

滞納処分実施状況

4月分　 5月7日（火）
5月分　 6月7日（金）
問い合わせ
　ガス課経理係 ☎76-6176

差 押 件 数49件
（預貯金、給与、不動産など）

町の人口・世帯数
４月１日現在（前月比）
人口 １５，８９９人 （－６６）
男 ７，９０２人 （－１９）
女 ７，９９７人 （－４７）
世帯数 ７，１２５世帯 （－ １）

業　務　名 実　施　日 時　間 備　考

腸内細菌検査 7、14、21、28 9時～11時 有　料

エイズ検査Ｂ型
Ｃ型肝炎検査 9、23 13時～14時 予約制

親と子の心の相談 月1回 14時～16時 予約制

心の健康相談
15 14時30分～16時30分 予約制
8、22 14時～16時 予約制

DV（ドメスティック
バイオレンス）相談

13、20、27 9時～17時 予約制
平日(専用☎54-2388) 9時～17時 電話相談

障害者差別相談 平日(専用☎54-3556) 9時～17時 電話相談

会場　山武健康福祉センター ☎54-0611

診療時間　9時～17時
　問い合わせ(テレホンガイダンス) ☎50-2531

氏　名 年齢 �地　区

町　山　德　一 ９8 真　亀　上

川　島　延　子 ９６ 藤　下　丘

小　林　葊　吉 8１ 西　の　下

日　吉　弘　子 8６ 粟 生 新 田

矢　部　庄　三 8２ 真 亀 納 屋

古　川　ヨ　シ １０２ 水　神　山

ご冥福をお祈りします。

届出時に配布している掲載確認で「希望しま
す」と返信をいただいた方を掲載しています。

おくやみ

定例相談�

山武健康福祉センターだより�

休日当番医�
日 月 火 水 木 金 土
☆10日（金）は、「いちごクラブ」のため支援センターは午後からのご利用（保健福祉センター）になります。
※いちごクラブとは心理・身体的での発達に不安があるお子さんへの対応に困難を感じていたり、集団での活動（遊び）
に不安を感じる親子を対象におこなっている親子遊び中心の教室です（登録制）。
☆14日（火）は講座「ねんど遊び」、22日（水）は講座「しゃぼん玉遊び」です。※予約制
※毎月、第4木曜日はお話玉手箱です。
　いろいろな絵本を読み聞かせてくれます。
　ぜひご利用ください。 休 休 休 休

休 休
保健福祉センター

おもちゃ図書館

つくも学遊館 子育て支援センター

いちごクラブ
（10時～正午）
保健福祉センター

休

講座
ねんど遊び
（11時～）

保健福祉センター
休

すくすくひろば
（9時30分～正午）
子育て支援センター

わんぱくひろば
（13時～15時）
保健福祉センター 子育て支援センター 子育て支援センター

休

講座
しゃぼん玉遊び
（11時～）

子育て支援センター

おはなし玉手箱
（11時～）

子育て支援センター
休 身体測定

子育て支援センター

わんぱくひろば
（13時～15時）
保健福祉センター 保健福祉センター

休

休
子育て支援センター 子育て支援センター

おもちゃ図書館

つくも学遊館 子育て支援センター

お誕生会

子育て支援センター

子育て支援センター 開館時間　9時30分～15時30分

問い合わせ　子育て支援センター�☎080-5927-9976

（敬称略）

月　日 九十九里・東金・大網 山武・芝山・横芝光

5/ 1 岡 崎 医 院
52-3313（ 東金 ）

芝山みどりの森クリニック
0479-74-8123（ 芝山 ）

5/ 2 はっとり内科クリニック
71-3190（ 東金 ）

明 海 ク リ ニ ッ ク
80-5355（ 山武 ）

5/ 3 西 田 医 院
53-1393（ 東金 ）

鈴 木 医 院
0479-82-0126（ 横芝光 ）

5/ 4 きみのもりクリニック
70-2366（ 大網 ）

山 崎 医 院
0479-82-0561（ 横芝光 ）

5/ 5 東 金 た ま ク リ ニ ッ ク
50-9720（ 東金 ）

成 東 医 院
82-2235（ 山武 ）

5/ 6 鈴 木 ク リ ニ ッ ク
71-2033（ 大網 ）

さ く ら ク リ ニ ッ ク
0479-84-4333（ 横芝光 ）

5/12 とうがね中央糖尿病腎クリニック
54-2421（ 東金 ）

日 吉 台 ク リ ニ ッ ク
88-1491（ 山武 ）

5/19 ふるがき糖尿病循環器クリニック
70-0801（ 大網 ）

松 尾 ク リ ニ ッ ク
0479-86-6482（ 山武 ）

5/26 ま さ き ク リ ニ ッ ク
78-6868（ 九十九里 ）

京 葉 内 科 ク リ ニ ッ ク
82-2400（ 山武 ）

6/ 2 不 動 堂 ク リ ニ ッ ク
76-7737（ 九十九里 ）

大 平 医 院
0479-86-6012（ 山武 ）

※当番医は変更になる場合があります。※専門以外のときは、診療できない場合があります。
※昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。
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相談名 相談日 時　間 場　所 問い合わせ・申込み

心配ごと 22 10時～15時 保健福祉センター 社会福祉協議会
☎70-3163

弁 護 士 15 13時～16時 保健福祉センター 社会福祉協議会
☎70-3163要予約

何でも相談
（人権・行政） 14 10時～15時 保健福祉センター 社会福祉協議会

☎70-3163

教育健康 毎週　
火・木・金 10時～15時 中 央 公 民 館 教育委員会事務局

☎70-3193電話相談可

健 康 ※次回は6月4日（火）です。 健康福祉課
☎70-3182

乳 幼 児 20 13時～14時30分 保健福祉センター 健康福祉課
☎70-3182

消費生活 14、21、
28 9時 ～ 正午 役 場 応 接 室 産業振興課

☎70-3177

交通事故 15 10時～15時 役 場 応 接 室 総務課
※受付は14時30分まで。事前に予約が必要です。�

☎70-3107

5月31日(金)納期限
軽自動車税
固定資産税(第1期)
給食費(5月分)

問い合わせ　
　税務課徴収係
　☎70-3143
　教育委員会事務局学校給食係
　☎76-2274

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31
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問い合わせ� 【税金について】税務課徴収係�☎70-3143
� � 【後期高齢者医療保険料について】住民課国保年金係�☎70-3236
� � 【介護保険料について】健康福祉課高齢者福祉係�☎70-3184

【役場内千葉銀行派出の取り扱い業務】
■取り扱いできるもの
• 軽自動車税	 •固定資産税	 •町県民税
•国民健康保険税	 •法人町民税	 •介護保険料
• 後期高齢者医療保険料	 • 給食費	 •町ガス料金
•町営住宅使用料	 •農業集落排水事業分担金
•町が発行する納入通知書によるもの

■取り扱いできないもの
• 国民年金保険料　　 •所得税などの国の税金
•電気、上下水道、電話などの公共料金
•他市町村の税金など
※	取り扱いできないものについては、納付書に記載されている納付
場所を確認してください。

【千葉銀行派出の業務時間】午前9時～午後4時

【出納室の取り扱い業務】
■取り扱いできるもの
•自動車税
•不動産取得税などの県税
•し尿汲取手数料

【出納室の業務時間】
　午前8時30分～午後5時15分

税・料		 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
軽 自 動 車 税 全期 　 　 　 　 　 　 　 　 　
固 定 資 産 税 1期 　 2期 　 3期 　 　 4期 　 　
町 県 民 税 　 1期 　 2期 　 3期 　 　 4期 　
国 民 健 康 保 険 税 　 　 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期
後期高齢者医療保険料 　 　 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期
介 護 保 険 料 　 　 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

平成 31年度納期一覧

４
月
は
新
し
い
出
会
い
の

季
節
、
そ
し
て
人
事
異
動
の

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
新
し
い
広
報

担
当
と
な
っ
た
私
は
、
令
和

元
年
最
初
の
広
報
く
じ
ゅ
う

く
り
を
平
成
元
年
生
ま
れ
の

自
分
が
作
る
こ
と
に
少
な
か

ら
ず
縁
を
感
じ
な
が
ら
も
、

皆
さ
ん
が
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
広
報
を
、
自
分
が

本
当
に
作
れ
る
の
か
と
不
安

に
感
じ
る
毎
日
で
す
。

カ
メ
ラ
初
心
者
の
私
は
、

入
学
・
入
園
式
の
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
必
死
に
撮
る
も

の
の
ブ
レ
ブ
レ
の
写
真
ば
か

り
、
広
報
担
当
の
代
々
引
き

継
が
れ
た
数
う
ち
ゃ
当
た
る

方
式
で
何
と
か
表
紙
に
ふ
さ

わ
し
い
写
真
を
撮
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
次
の
関
門

で
あ
る
原
稿
の
締
め
切
り
に

再
び
頭
を
抱
え
る
日
々
…
。

そ
う
こ
う
し
な
が
ら
も
、

周
り
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
、
無
事
編
集
後
記
ま
で
こ

ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に

た
く
さ
ん
の
情
報
を
お
伝
え

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。�

編
　
集
　
後
　
記

広 告 欄

問い合わせ　出納室 ☎70-3180


